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は
じ
め
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
ヌ
・
ツ
・
タ
リ
・
リ
の
意
味
・
機
能
を
ア
ス
ペ
ク
ト

論
の
中
で
説
明
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
に
与
し
て
き
た
が
、

研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
の
意
味
・
機
能
は
、
完
了
と
い

う
よ
う
な
時
間
に
関
わ
る
も
の
と
は
言
い
難
い
、
と
い
う
有
力
な
議
論
も
見

出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
非
現
実
用
法

な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
非
現
実
用
法
の
存
在
が
、
本
当
に
ヌ
・
ツ
・
タ

リ
・
リ
の
意
味
・
機
能
を
ア
ス
ペ
ク
ト
論
の
中
で
説
明
す
る
こ
と
を
不
可
能

に
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
か
、
検
討
を
加
え
た
い
。
な
お
、
第
２
、
３
節
で

用
い
る
用
例
に
は
主
と
し
て
『
源
氏
物
語
』（
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』

小
学
館
（
解
釈
も
『
全
集
』
を
参
考
に
し
た
）、
索
引
に
は
『
源
氏
物
語
語
彙

用
例
総
索
引
』
勉
誠
社
）
を
用
い
た
。

中
古
語
完
了
助
動
詞
の
非
現
実
用
法

　

井
　
島
　
正
　
博

１
　
非
現
実
用
法
に
関
す
る
研
究
史

　
ヌ
・
ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
の
意
味
・
機
能
は
、
　
終
わ
っ
た
・
過
ぎ
去
っ
た
　

と
い
う
よ
う
な
時
間
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
近
代
以
前
か

ら
見
出
さ
れ
、
そ
れ
を
「
過
去
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
富
士
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』（
一
七
七
三
）
で
は
ヌ
に
つ
い
て

「「
い
ぬ
」
と
い
ふ
事
を
つ
づ
め
て
言
へ
る
脚
結
な
り
。「
い
ぬ
」
と
は
こ
こ
を

去
り
て
か
し
こ
に
ゆ
く
を
言
ふ
言
葉
な
り
。
脚
結
に
て
も
こ
の
心
を
思
ひ
わ

た
す
べ
し
。
し
た
し
く
い
は
ば
、
さ
は
あ
り
が
た
か
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
る
事
の

終
に
成
り
た
る
や
う
の
心
な
り
。」
と
述
べ
る
。
ツ
に
つ
い
て
詳
し
い
意
味
記

述
は
な
い
が
、
キ
と
の
意
味
の
近
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
居
宣
長
は
ヌ
・

ツ
に
下
接
す
る
助
詞
・
助
動
詞
の
共
通
性
、
上
接
す
る
動
詞
の
種
類
の
相
違

と
い
う
よ
う
に
、
客
観
的
に
観
察
で
き
る
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
は
し
て
い
る

が
、
意
味
・
機
能
に
関
し
て
は
慎
重
に
も
発
言
を
控
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
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れ
以
後
の
研
究
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
・
機
能
説
を
展
開
す
る
。
林
国
雄『
詞

緒
環
』（
一
八
二
六
）
は
、「
過
去
・
現
在
・
未
来
」
と
い
う
術
語
を
用
い
て
、

　
　
――

―
―
―
―
　

　
――　
―
―
―
―
　

一
旦
は
「
つ
ら

考
ふ
る
に
、
つ
　

つ
る
は
過
去
な
り
。
ぬ 

ぬ
る
は
現
在

―
―
―
―
　

な
り
。」
と
言
う
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
つ
る
は
過
去
の
方
よ
り
現
在
の
堺
に

　
―
―
―
―
　

い
り
、
ぬ
る
は
現
在
の
方
よ
り
過
去
の
さ
か
ひ
に
至
」
る
と
敷
衍
す
る
。
そ○

れ
に
対
し
て
、
黒
沢
翁
満
『
言
霊
の
し
る
べ
』（
一
八
三
三
）
は
一
見
逆
に
「
つ

イ
マ

○

ス
コ

ス
ギ

サ

は
今
ま
の
あ
た
り
の
心
、
ぬ
は
少
し
過
去
り
し
心
ば
へ
あ
り
」
と
言
う
が
、

両
者
の
違
い
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は

井
島
（
二
〇
〇
七
・
一
一
）
で
議
論
し
た
）。
大
国
隆
正
『
神
理
入
門
用
語
訣
』

（
一
八
六
七
頃
）
で
も
「
い
ま
ま
で
の
こ
と
は
、
し
と
げ
て
、
よ
そ
に
う
つ
り

―

―

ゆ
く
こ
こ
ろ
よ
り
、
つ
と
い
ひ
、
ぬ
と
い
ふ
も
の
に
な
ん
」と
述
べ
て
い
る
。

　
近
代
に
入
っ
て
も
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
近
世
ま
で
は
種
々
の
助
動

詞
が
個
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
近
代
に
な
る
と
い
く
つ
か
の
類
型

に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
ヌ
・
ツ
・
タ
リ
・
リ

は
キ
・
ケ
リ
と
と
も
に
過
去
助
動
詞
と
し
て
一
括
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

「
過
去
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　
た
と
え
ば
、
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』（
一
八
七
四
・
一
）
に
は
、
あ

ま
り
明
確
な
議
論
で
は
な
い
が
、「
動
詞
の
時
限
（
＝
時
制
）」
の
う
ち
「
過

去
」
に
タ
リ
、「
半
過
去
（
第
二
現
在
）」
に
キ
・
ヌ
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
中

き
よ
し

根
淑
『
日
本
文
典
』（
一
八
七
六
・
三
）
で
は
、「
充
分
過
去
」
と
し
て
ケ
リ
・

キ
、「
不
充
分
過
去
」
と
し
て
ヌ
・
ツ
、「
充
分
現
在
」
と
し
て
タ
リ
が
挙
げ

も
ず
め

た
か

み

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
物
集
高
見
『
初
学
日
本
文
典
』（
一
八
七
八
・
七
）
で

は
、「
過
去
辞
」
の
中
で
、
キ
・
ケ
リ
の
他
、
ヌ
・
ツ
・
タ
リ
も
「
過
去
」
を

表
わ
し
て
い
る
が
、
ニ
キ
・
テ
キ
と
重
な
る
と「
大
過
去
」、
さ
ら
に
タ
ラ
ム
・

タ
ラ
マ
シ
と
重
な
る
と
「
想
像
過
去
」
を
表
わ
す
と
論
じ
て
い
る
。
大
槻
修

二
『
小
学
日
本
文
典
』（
一
八
八
一
・
五
）
で
は
、
キ
・
ヌ
・
ツ
を
「
過
去
」

と
呼
び
、
ケ
リ
・
タ
リ
・
セ
リ
（
リ
）
も
「
過
去
」
と
す
る
が
、
た
だ
し
そ

れ
ぞ
れ
キ 

― 

ア
リ
・
テ 

― 

ア
リ
・
シ 

― 

ア
リ
の
略
し
た
形
で
あ
る
と
論
じ
る
。

ま
た
、
大
槻
文
彦
『
語
法
指
南
』（
一
八
九
〇
・
一
〇
）
で
は
、
ツ
・
ヌ
・
タ

リ
を
「
第
一
過
去
」、
ケ
リ
・
キ
を
「
第
二
過
去
」、
両
者
の
重
な
っ
た
テ
ケ

リ
・
ニ
ケ
リ
・
タ
リ
ケ
リ
・
テ
キ
・
ニ
キ
・
タ
リ
キ
を
「
第
三
過
去
」
と
呼

ん
で
お
り
、
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
中
文
典
』（
一
八
九
一
・
六
）
は
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『
中
等
教
育
日
本
文
典
』（
一

八
九
二
・
三
）
で
は
、
キ
は
「
今
日
よ
り
昨
日
の
こ
と
を
い
ひ
、
本
年
よ
り

昨
年
の
こ
と
な
ど
を
い
ふ
を
り
に
、
用
ゐ
る
」「
全
過
去
」、
ヌ
・
ツ
は
「
現

在
に
近
き
過
去
に
用
ゐ
る
」「
半
過
去
」
で
あ
り
、
タ
リ
は
「
過
去
の
現
在
に

残
る
に
用
ゐ
」、
ケ
リ
は「
過
去
の
事
を
今
見
聞
し
て
、
驚
嘆
す
る
に
用
ゐ
る

も
の
」
で
あ
る
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
秦
政
治
郎『
皇
国
文
典
』（
一
八
九
三
・

八
）
の
「
過
去
格
」
の
項
で
は
、
リ
・
タ
リ
・
ヌ
・
ツ
を
「
仮
過
去
」、
キ
・
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ケ
リ
を
「
中
過
去
」、
両
者
が
重
な
っ
た
も
の
を
「
本
過
去
」
と
呼
ぶ
。
大
槻

文
彦
『
広
日
本
文
典
』（
一
八
九
七
・
一
）
で
は
、『
語
学
指
南
』
と
本
質
的

に
は
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
術
語
を
変
え
て
、
キ
・
ケ
リ
を
「
過
去
」、
ヌ
・

ツ
・
タ
リ
・
リ
を
「
半
過
去
」
と
呼
び
、
ツ
・
ヌ
・
タ
リ
・
リ
に
キ
・
ケ
リ

が
承
接
し
た
も
の
を
「
大
過
去
」
と
呼
ぶ
。
落
合
直
文
『
日
本
大
文
典
』（
一

八
九
七
・
八
）
で
は
そ
れ
ら
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
ツ
・
ヌ
・
タ
リ
・
ケ

リ
・
キ
を
と
も
に
「
過
去
の
助
動
詞
」
と
呼
び
、
ツ
・
ヌ
・
タ
リ
と
キ
・
ケ

リ
と
が
重
な
る
場
合
は
、「
大
に
過
去
の
意
を
強
く
す
る
も
の
」
で
あ
り
「
全

過
去
」
と
な
る
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、「
完
了
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
提
起
さ
れ
た
後
も
し
ば
ら
く
続
き
、
藤
井

『
日
本
文
典
』（
一
九
〇

〇
・
一
二
）
で
は
、
ヌ
・
ツ
・
タ
リ
を
「
小
過
去
」、
ケ
リ
・
キ
を
「
中
過
去
」、

ヌ
・
ツ
・
タ
リ
と
ケ
リ
・
キ
が
重
な
っ
た
も
の
を
「
大
過
去
」
と
呼
び
、
和

田
萬
吉
『
日
本
文
典
講
義
』（
一
九
〇
五
・
一
二
）
で
は
大
槻
文
彦
の
「
第
一

過
去
」、「
第
二
過
去
」、「
第
三
過
去
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

み

つ
ち

　「
完
了
」
と
い
う
術
語
は
、
三
土
忠
造
『
中
等
国
文
典
』（
一
八
九
八
・
四
）

の
中
で
最
初
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
（
佐
藤
良
雄
（
一
九
六
二
・
一
二
）・
高

橋
太
郎
（
一
九
七
六
・
五
）
の
指
摘
に
よ
る
）。「
完
了
」
と
い
う
術
語
の
導

入
は
、
単
に
名
称
だ
け
の
変
更
に
留
ま
ら
ず
、
キ
・
ケ
リ
の
属
す
「
過
去
」
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
別
に
、
新
た
に
「
完
了
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
立

て
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
ナ
ム
・
テ
ム
・
タ
ラ
ム
な
ど
を
未
来
完
了
と
い

う
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
三
土
は
欧
米
語
の
文
法
に
対
応
さ
せ
て
、「
現
在
を
表
す
に
は
、
助

動
詞
を
要
せ
ず
。
過
去
、
未
来
を
表
す
に
は
、
べ
つ
に
助
動
詞
を
用
ふ
。
む

は
未
来
の
時
に
用
ひ
、
き 

け
り
は
過
去
の
時
に
用
ふ
。
故
に
こ
れ
等
を
時
の

助
動
詞
と
い
ふ
。」
と
い
う
よ
う
に
ま
ず
時
制
を
論
じ
、
そ
の
後
に
「「
書
を

読
み
つ
」「
宿
題
の
説
明
を
了
り
ぬ
」「
上
野
の
花
も
咲
き
た
り
」
の
如
き
は

動
作
の
今
方
に
完
了
し
た
る
意
な
り
。
こ
の
如
き
を
現
在
完
了
と
い
ふ
現
在

完
了
の
時
を
表
す
助
動
詞
は
つ 

ぬ 

た
り
の
三
つ
な
り
。」
と
（
現
在
）
完
了

を
た
て
る
。

　
そ
の
後
は
そ
れ
が
定
着
し
た
よ
う
で
、
松
平
圓
次
郎『
新
式
日
本
中
文
典
』

（
一
九
〇
一
・
五
）
で
は
、
ツ
・
ヌ
・
タ
リ
・
リ
を
「
完
成
ノ
助
動
詞
」、
キ
・

ケ
リ
を「
過
去
ノ
助
動
詞
」
と
呼
び
、
芳
賀
矢
一『
中
等
教
科
明
治
文
典
』（
一

九
〇
五
・
二
）
で
も
「
（イ）
雨
や
み
た
り
　
（イ）
雨
や
め
り
　
（ロ）
雨
や
み
き
　
（ハ）

雨
や
ま
ん
　
（ニ）
雨
や
み
た
り
き
　
（ホ）
雨
や
み
た
ら
ん
」
と
い
う
用
例
を
挙
げ

て
、「
（イ）
は
動
作
の
今
方
に
終
れ
る
こ
と
を
示
す
。
故
に
現
在
完
了
の
時
と
い

ふ
。
（ロ）
は
動
作
の
過
去
に
終
り
し
こ
と
を
示
す
。
之
を
過
去
の
時
と
い
ふ
。
（ハ）

は
動
作
の
未
来
に
起
こ
る
べ
き
こ
と
を
示
す
。
之
を
未
来
の
時
と
い
ふ
。
（ニ）

は
完
了
の
時
と
、
過
去
の
時
と
重
な
り
た
る
も
の
。
（ホ）
は
完
了
の
時
と
、
未

来
の
時
と
重
な
り
た
る
も
の
に
て
即
（ニ）
は
過
去
の
あ
る
時
に
於
て
、
（ホ）
は
未

来
の
あ
る
時
に
於
て
、
動
作
の
已
に
完
了
せ
る
こ
と
を
示
す
。
故
に
過
去
完
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了
、
未
来
完
了
の
時
と
い
ふ
。
是
に
於
て
動
詞
の
時
に
は
左
の
六
種
の
区
別

が
あ
る
こ
と
を
知
る
。」
と
い
う
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
三
矢
重
松
『
高
等
日
本
文
法
』（
一
九
〇
八
・
一
二
）
で
も
、「
定

時
（
＝
時
制
）」
を
「
記
述
説
話
を
す
る
に
、
或
る
一
定
の
時
を
標
準
と
し
て

そ
の
範
囲
内
の
動
作
を
現
在
と
し
、
其
よ
り
前
の
を
過
去
と
し
、
後
の
を
未

来
と
す
。」
の
よ
う
に
定
義
し
て
、
キ
・
ケ
リ
は
過
去
で
あ
る
と
論
じ
る
。
そ

し
て
そ
れ
と
は
別
に
ヌ
・
ツ
・
タ
リ
・
リ
（
お
よ
び
現
代
語
の
タ
）
を
「
完

了
態
」、
タ
リ
・
リ
（
お
よ
び
ア
リ
・
ヲ
リ
な
ど
と
現
代
語
の
テ
ヰ
ル
）
を
「
存

在
継
続
態
（
進
行
態
）」
と
呼
ぶ
。
そ
の
う
ち
完
了
態
に
つ
い
て
は
「
動
作
の

完
了
せ
る
を
表
す
一
つ
の
態
な
り
。（
完
了
せ
し
に
あ
ら
ず
）
例
へ
ば
「
今
手

紙
を
書
い
た
」
と
い
へ
ば
「
書
ク
」
と
い
ふ
動
作
の
完
了
せ
る
を
表
せ
ど
、

其
の
動
作
の
過
去
に
あ
り
し
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
故
に
現
在
時
を
表
す
副
詞

「
今
」
あ
り
て
、
時
は
現
在
な
り
。
又
「
手
紙
を
書
く
」
と
い
へ
ば
「
書
く
」

と
い
ふ
動
作
は
現
在
な
れ
ど
、
単
に
「
書
ク
」
と
い
ふ
動
作
あ
る
を
表
す
の

み
に
し
て
、「
書
キ
出
ス
」
か
「
書
イ
テ
居
ル
」
か
等
の
意
を
明
に
せ
ず
。
か

く
等
し
く
時
は
現
在
な
れ
ど
も
、
語
の
相
違
あ
る
は
其
の
言
ひ
な
し
方
、
即

態
の
異
な
る
に
因
る
。
又
「
昨
日
書
イ
タ
手
紙
ヲ
今
日
郵
便
ニ
出
シ
タ
」
と

い
ふ
「
書
イ
タ
」
は
等
し
く
「
タ
」
な
れ
ど
も
、
文
語
に
て
は
「
シ
」
と
云

ふ
処
に
て
過
去
に
属
し
、「
出
シ
タ
」
は
此
の
完
了
な
り
。
口
語
に
て
は
過
去

の
助
動
詞
な
く
、
完
了
の
「
タ
」
を
借
り
て
用
う
る
よ
り
、
過
去
と
完
了
と

の
区
別
極
め
て
立
て
に
く
け
れ
ど
も
、
文
語
に
て
は
明
瞭
な
る
区
別
あ
り
。

一
た
び
之
を
思
ひ
明
ら
む
る
時
は
更
に
紛
ふ
べ
き
節
な
し
。
心
を
潜
め
て
思

考
す
べ
し
。」
と
い
う
よ
う
に
論
じ
て
、
過
去
と
完
了
と
の
区
別
を
強
調
す

る
。
吉
岡
郷
甫
『
文
語
口
語
対
照
語
法
』（
一
九
一
二
・
七
）
で
も
、
タ
リ
・

リ
を
「
存
在
時
及
び
進
行
時
」、
ツ
・
ヌ
を
「
完
了
時
」、
キ
・
ケ
リ
を
「
過

去
時
」
と
し
、
そ
れ
ら
が
複
合
し
た
リ
キ
・
リ
ケ
リ
・
タ
リ
キ
・
タ
リ
ケ
リ

を
「
存
在
的
過
去
時
及
び
進
行
的
過
去
時
」、
テ
キ
・
テ
ケ
リ
・
ニ
キ
・
ニ
ケ

リ
を
「
完
了
的
過
去
時
」
と
呼
ぶ
。

　
そ
の
よ
う
に
一
旦
　
完
了
　
概
念
が
了
解
さ
れ
た
段
階
で
、
改
め
て
ヌ
・

ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
が
果
た
し
て
本
当
に
　
完
了
　
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
問
題
設
定
を
す
る
と
、
問
題
に
誠
実
に
向
き
合
っ
た
研
究
者
ほ
ど
ヌ
・

ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
は
　
完
了
　
を
表
わ
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
、
と
い

う
結
論
に
た
ど
り
着
く
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
結
論
に

至
ら
ざ
る
を
え
な
い
最
も
大
き
な
要
因
が
、
本
稿
で
問
題
に
し
た
い
完
了
助

動
詞
の
非
現
実
用
法
の
存
在
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
点
が
、
ヌ
・
ツ
（
・
タ

リ
・
リ
）
の
意
味
・
機
能
を
　
完
了
　
と
呼
ぶ
こ
と
を
避
け
さ
せ
て
き
た
の

か
を
、
研
究
史
を
た
ど
り
な
が
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
よ
う
な
議
論
を
最
初
に
尖
鋭
的
に
提
出
し
た
の
は
山
田
孝
雄
『
日
本

文
法
論
』（
一
九
〇
八
・
九
）
で
あ
る
。
山
田
は
最
初
に
結
論
と
し
て
「「
つ
」

は
其
事
実
状
態
を
直
写
的
に
説
明
す
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
事
実
状
態
が
文
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主
に
よ
り
て
あ
ら
は
さ
る
ゝ
こ
と
の
確
め
を
主
者
自
ら
の
側
よ
り
直
写
的
に

あ
ら
は
す
な
り
。」「
之
に
反
し
て
「
ぬ
」
は
傍
観
的
に
其
の
状
態
動
作
を
説

明
し
て
其
の
動
作
状
態
の
確
め
を
あ
ら
は
す
。」
と
論
じ
る
。
そ
の
主
旨
は
、

一
方
で
は
、
ヌ
・
ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
の
意
味
・
機
能
は
、
過
去
（
山
田
は

「
回
想
」
と
言
う
）
と
は
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
そ
れ
ら
は

現
象
的
に
は

完
了

を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
質
的
に
は

「
陳
述
の
確
め
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
か
の
回
想
を
あ
ら
は
す
「
き
」
は
其
営
為
せ
ら
れ
た
る
事
の
何
時
に
あ
り
し

か
を
と
は
ず
現
在
の
意
識
に
て
は
既
に
過
去
時
に
属
せ
る
時
に
営
為
せ
ら
れ

た
る
こ
と
を
回
想
し
て
其
の
回
想
せ
る
こ
と
を
あ
ら
は
す
な
り
。「
つ
」「
ぬ
」

は
其
の
営
為
せ
る
こ
と
が
な
ほ
強
く
知
覚
内
に
活
動
せ
る
が
、
し
か
も
其
の

事
実
は
既
に
完
結
せ
る
こ
と
を
示
す
。」
と
言
う
。

　
し
か
し
な
ぜ
「
完
了
」
と
言
う
の
で
は
本
質
的
で
は
な
く
、「
確
か
め
」
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
言
う「
確
か
め
」

と
い
う
概
念
の
理
論
的
位
置
付
け
が
明
確
で
な
い
。
あ
る
い
は
、
現
代
の
文

法
理
論
で
言
え
ば
、
ム
ー
ド
（
モ
ダ
リ
テ
ィ
）
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ム
ー
ド
が
テ
ン
ス
よ
り
上
の
こ
の
よ
う
な

位
置
に
あ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
山
田

が
「
確
か
め
」
と
い
う
文
法
概
念
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
根

拠
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
根
拠
は
以
下
の
三

点
で
あ
る
。

　
第
一
、
こ
の
複
語
尾
は
決
し
て
完
了
の
事
実
を
の
み
の
ぶ
る
に
あ
ら

ず
し
て
吾
人
の
思
想
内
に
あ
ら
は
れ
た
る
も
の
を
の
ぶ
。
た
と
へ
ば

――
　
　

――
　
　

　
　
雨
ふ
り
ぬ
べ
し
。
ほ
と
く
し
く
舟
を
覆
し
つ
べ
し
。

な
ど
の
「
ぬ
」「
つ
」
は
決
し
て
事
実
の
完
了
を
あ
ら
は
さ
ざ
る
に
あ
ら

ず
や
。

　
第
二
、
未
顕
の
事
実
を
仮
説
的
に
あ
ら
は
す
こ
と
あ
り
。

――
　
　

――
　
　

　
　
雨
ふ
り
な
ば
、
逢
ひ
み
て
ば
慰
む
や
と
ぞ
思
ひ
し
に
。

な
ど
は
決
し
て
完
了
の
事
実
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
事
実
の
完
了

を
あ
ら
は
す
詞
と
い
ふ
に
よ
り
て
こ
の
「
な
ば
」「
て
ば
」
の
如
き
も
の

を
説
明
す
る
に
窮
せ
ざ
る
も
の
未
曽
て
一
人
も
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。

　
第
三
、
予
想
予
期
せ
る
こ
と
を
あ
ら
は
す
事
あ
り
。

　
―
―
―
―
　

　
　
頼
め
こ
し
言
の
葉
今
は
か
へ
し
て
む
。

―
―
―
―
　

　
　
心
は
花
に
な
さ
ば
な
り
な
む
。

の
「
て
む
」「
な
む
」
は
如
何
、
そ
れ
亦
完
了
せ
る
事
実
な
ら
ぬ
は
明
な

り
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
本
稿
で
言
う
完
了
助
動
詞

の
非
現
実
用
法
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
非
現
実
用
法
も

完

了

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ヌ
・
ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
の

意
味
・
機
能
を
理
論
的
位
置
づ
け
の
不
明
確
な
「
確
か
め
」
な
ど
と
呼
ば
ず
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に
、「
完
了
」（
と
典
型
的
に
呼
ば
れ
る
ア
ス
ペ
ク
ト
の
レ
ベ
ル
）
に
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
そ
の
後
も
、
一
方
で
ヌ
・
ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
の
意
味
・
機
能
を
、
あ

ま
り
深
く
考
え
る
こ
と
な
く
最
初
か
ら

完
了

で
あ
る
と
断
ず
る
議
論
も

絶
え
な
い
が
、
時
枝
誠
記
『
日
本
文
法
　
文
語
篇
』（
一
九
五
四
・
四
）
で
は

山
田
説
を
承
け
て
、「「
つ
」
は
、「
ぬ
」「
た
り
」「
り
」
と
と
も
に
、
実
現
の

確
定
的
と
考
へ
ら
れ
る
や
う
な
事
実
の
判
断
に
用
ゐ
ら
れ
る
。」
と
い
う
よ
う

に
論
じ
て
お
り
、
現
在
の
学
校
文
法
で
、
ヌ
・
ツ
の
意
味
を
時
間
関
係
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
「
完
了
」
と
、
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
確
述
（
強
意
）」
と
に
二
分
す
る
背
景
を
な
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
ナ
ム
・
テ
ム
・
タ
ラ
ム
な
ど
に
関
し
て
は
、「
確
か
め
」
と
い
う

概
念
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
、
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト
と
が
分
離
さ
れ
た
段

階
で
な
ら
、
未
来
（
テ
ン
ス
）
に
お
け
る
完
了
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
で
あ
る
と

い
う
よ
う
に
、
時
間
関
係
と
し
て
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
近
代
の

初
め
か
ら
、
ム
は
「
推
量
」
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
配
属
さ
れ
る
一
方
で
、「
未
来
」

テ
ン
ス
に
も
属
さ
せ
る
文
法
書
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト
と
が
分
離
さ
れ
る
以
前
な
の
で
、
説

明
に
矛
盾
が
あ
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
、
大
槻
文
彦
『
語
法
指
南
』（
一

八
九
〇
・
一
一
）
に
も
そ
の
よ
う
な
議
論
が
見
ら
れ
る
。

――
　
　

未
来
ハ
、
未
ダ
起
ラ
ザ
ル
動
作
ヲ
イ
フ
モ
ノ
ニ
テ
、
助
動
詞
ノ
む
、ヲ
用

――
　
　

――
　
　

――
　
　

ヰ
ル
、「
押
サ
む
、
」
受
ケ
む
、」
生
キ
む
、」
ノ
如
シ
。

又
、
第
一
、
第
二
、
第
三
過
去
、
共
ニ
、
其
動
作
ハ
、
過
去
ナ
ル
ベ
キ

ヲ
、
推
測
シ
テ
未
来
ニ
イ
フ
コ
ト
ア
リ
。
即
チ
、

――
　
　――
　
　―
―
―
―
　

――
　
　―――
　
　

第
一
過
去
ニ
テ
ハ
、

つ
、
ぬ
、
た
り
、
ノ
第
四
変
化
ナ
ル
、
て
、
な
、

―
―
―
―
　

　
　
　
　
―
―
―
―

――
　
　――
　
　

―
―
―
―
　
――
　
　

た
ら
、
ニ
未
来
ノ
む
ヲ
重
ネ
テ
、「
押
シ
な
、
む
、」
押
シ
た
ら
、
む
、」

――
　
　――
　
　

―
―
―
―
　
　
　
　
―
―
―
―
　
　
　
　

―
―
―
―
　
――
　
　

受
ケ
て
、
む
、
」
受
ケ
な
、
む
、
」
受
ケ
た
ら
、
む
、」
ナ
ド
イ
フ
。

　
特
に
こ
の
よ
う
な
立
場
を
強
く
主
張
し
た
の
は
、
松
尾
捨
治
郎
『
国
語
法

論
攷
』（
一
九
三
六
・
九
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
完
了
助
動
詞
に
推
量
助
動

詞
（
ム
、
ベ
シ
）
が
下
接
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
推
量
助
動
詞
は

未
来

テ
ン
ス
を
表
わ
し
、
完
了
助
動
詞
は

完
了

ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
わ
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
完
了
助
動
詞
が
裸
形
や
キ
・
ケ
リ
を
下
接
し
て
、
事
実
内

容
を
表
わ
し
て
い
る
場
合
と
機
能
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
特
に
強

く
主
張
し
た
。

然
ら
ば
此
の
完
了
の
未
来
と
普
通
の
未
来
と
の
差
は
何
処
に
あ
る
か
と

い
ふ
に
、

―
―

―

　
少
し
秋
風
立
ち
な
む
時
必
ず
あ
は
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
勢
）

―

―
―

　
吾
が
恋
ひ
し
事
も
語
り
て
慰
め
む
君
が
使
を
待
ち
や
か
ね
て
む
。

（
万
葉
十
一
）

―
―

―

　
海
の
底
沖
つ
白
浪
立
田
山
何
時
か
越
え
な
む
、
妹
が
あ
た
り
見
む
。

（
万
葉
一
）
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を
「
確
か
め
」
の
よ
う
な
文
法
理
論
的
な
位
置
付
け
の
不
明
確
な
概
念
で
説

明
す
る
の
で
な
く
、
ま
た
他
方
で
は
、
ム
・
マ
シ
の
よ
う
な
推
量
助
動
詞
の

意
味
・
機
能
を

未
来

テ
ン
ス
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
単
純
化
す
る
の
で

も
な
い
よ
う
な
理
論
的
説
明
を
試
み
る
こ
と
が
以
下
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
問
題
を
究
明
す
る
中
心
に
位
置
す
る
の
が
、
本
稿
で
扱
い
た
い
完
了

助
動
詞
の
非
現
実
用
法
な
の
で
あ
る
。

２
　
推
量
・
仮
定
表
現
中
の
完
了
助
動
詞

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
完
了
助
動
詞
の
非
現
実
用
法
が
ど

の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
最
初
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。
完
了
助
動
詞

の
非
現
実
用
法
は
、
一
方
で
は
完
了
助
動
詞
が
推
量
助
動
詞
（
こ
こ
で
は
と

り
あ
え
ず
伝
聞
推
定
の
ナ
リ
も
含
め
る
）
に
上
接
す
る
場
合
、
他
方
で
は
完

了
助
動
詞
の
未
然
形
に
バ
、
終
止
形
に
ト
モ
が
承
接
し
て（
順
接
／
逆
接
）仮

定
条
件
節
を
構
成
す
る
場
合
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
（
図
表
一
）。

―
―

―
―

　
ゆ
か
し
き
も
の
見
せ
給
へ
ら
む
に
御
志
の
程
は
見
ゆ
べ
し
。（
竹
取
）

―
―
―
―
―
―

右
の 
て
む 

な
む 

ら
む 

は
完
了
の
未
来
で
あ
つ
て
、
之
を
或
一
つ
の

普
通
未
来
に
比
較
す
る
と
、
其
の
普
通
未
来
時
に
於
て
、
す
で
に
完
了

す
べ
き
こ
と
を
、
現
在
か
ら
予
め
い
つ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
他
の
普

通
未
来
に
比
す
れ
ば
、
其
よ
り
後
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
其
等
の
普
通

未
来
は
、
必
ず
し
も
其
処
に
書
き
記
さ
れ
て
居
る
と
は
限
ら
な
い
が
、

時
に
よ
つ
て
は
記
さ
れ
て
居
る
こ
と
も
あ
る
。
前
掲
の
例
に
つ
い
て
い

―
―
―
―
―
―
―

―
―
―

へ
ば
、
待
ち
や
か
ね
て
む
の
待
ち
か
ぬ
る
こ
と
は
慰
め
む
の
慰
む
る
こ

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―

と
よ
り
も
前
で
あ
り
、
ゆ
か
し
き
物
見
す
る
こ
と
は
志
の
程
見
ゆ
る
よ

―
―
―
―
―
―
―
―

り
も
前
で
あ
る
。
立
ち
な
む 

越
え
な
む 
も
同
じ
趣
で
あ
る
。
し
か
し

之
等
を
未
来
全
体
の
前
即
ち
未
来
と
現
在
と
の
中
間
と
見
る
の
は
誤
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
松
尾
（
一
九
三
六
・
九
）
で
は
、
ム
・
ベ
シ
の
働
き
を
〈
未
来
〉
テ
ン
ス

と
割
り
切
り
、
そ
の
た
め
に
過
去
（
キ
・
ケ
リ
）
― 

現
在
（
φ
）
―
未
来
（
ム
・

ベ
シ
）
と
い
う
テ
ン
ス
体
系
と
、
ツ
・
ヌ
・
タ
リ
・
リ
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト

体
系
と
を
截
然
と
分
け
た
議
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
未
実
現
の
未
来
に

お
い
て
も
、
完
了
助
動
詞
が
過
去
・
現
在
に
お
け
る
事
実
描
写
と
同
じ
働
き

を
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
は
貴
重
で
あ
る
が
、
ム
・
ベ
シ
の
働
き
が
〈
未

来
〉
テ
ン
ス
で
あ
る
と
論
じ
る
の
は
割
り
切
り
す
ぎ
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
方
で
は
、
ヌ
・
ツ
（
・
タ
リ
・
リ
）
の
意
味
・
機
能

　

ム

ラ
ム

ケ
ム

マ
シ

ベ
シ

メ
リ

ラ
シ

ナ
リ
　

バ

ト
モ

　

ヌ

　

402

　

44

　

32

　

41

　

480

　

13

　

１

　

６

　

61

　

５

　

ツ

　

163

　

93

　

４

　

23

　

151

　

０

　

０

　

０

　

４

　

２

タ
リ

　

204

　

０

　

18

　

９

　

16

　

31

　

０

　

27

　

26

　

６

　

リ

　

68

　

０

　

４

　

５

　

１

　

１

　

０

　

０

　

３

　

１

図表一
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た
だ
し
、
こ
こ
に
示
し
た
す
べ
て
の
用
例
中
で
完
了
助
動
詞
が
非
現
実
用

法
を
表
わ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
完
了
助
動
詞
＋
推
量
助
動

詞
な
い
し
完
了
助
動
詞
＋
接
続
助
詞
と
い
う
、
形
態
的
な
観
点
か
ら
の
分
類

を
、
さ
ら
に
文
法
的
な
用
法
に
よ
っ
て
分
け
直
さ
な
け
れ
ば
非
現
実
用
法
と

呼
ば
れ
る
用
例
を
特
定
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
に
示
し
た
用
例
を
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
文
法
的
な
用
法

ご
と
に
分
け
て
み
る
。
た
だ
し
、
分
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
留
意

し
た
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
終
止
用
法
に
関
し
て
は
、
単
に
終
止
形
終
止
（
文

末
以
外
に
も
、
終
助
詞
の
あ
る
も
の
、
引
用
さ
れ
た
も
の
（
ト
、
ナ
ド
に
よ

る
）
も
含
む
）
の
他
、
係
り
結
び
に
よ
る
連
体
形
・
已
然
形
終
止
の
例
も
含

ま
れ
る
。
準
体
用
法
に
関
し
て
は
、
ハ
、
モ
、
ガ
な
ど
の
助
詞
を
伴
う
も
の

の
他
、
無
助
詞
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
接
続
用
法
に
関
し
て
は
、
已
然
形
＋

バ
、
ド
（
モ
）
の
他
、
連
体
形
＋
ニ
・
ヲ
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
仮
定
用
法

に
関
し
て
は
、
助
動
詞
ご
と
に
事
情
が
異
な
り
、
ベ
シ
に
つ
い
て
は
ベ
ク
＋

ハ
、
マ
シ
に
つ
い
て
は
マ
シ
カ
＋
バ
の
用
例
の
こ
と
で
あ
り
、
ム
に
つ
い
て

連
体
・
準
体
の
用
例
は
お
よ
そ
仮
定
の
意
味
と
な
る
が
、
連
体
・
準
体
に
含

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ベ
シ
や
メ
リ
は
さ
ら
に
過
去
・
完
了
あ
る
い
は
推
量

助
動
詞
を
下
接
す
る（
メ
リ
に
は
ナ
ル 

― 

メ
リ
も
あ
る
）も
の
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
下
接
す
る
助
動
詞
を
示
す
の
み
に
留
め
、
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
ど
の
よ

う
な
用
法
を
持
つ
か
ま
で
は
示
し
て
い
な
い
（
図
表
二
―
ａ
〜
ｈ
）。

ム

計

　

終
止

連
体

準
体

接
続

ム
ト
ス

　

ヌ
　

300

　

56

　

23

　

22

　

１

402

　

ツ
　

148

　

８

　

４

　

２

　

１

163

タ
リ
　

41

　

135

　

６

　

22

　

０

204

　

リ
　

17

　

34

　

７

　

10

　

０

68

ラ
ム

計

　

終
止

連
体

準
体

接
続

挟
み
こ
み

　

ヌ
　

42

　

０

　

２

　

０

　

０

44

　

ツ
　

75

　

８

　

２

　

４

　

４

93

タ
リ
　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

０

　

リ
　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

０

ケ
ム

計

　

終
止

連
体

準
体

接
続

挟
み
こ
み

　

ヌ
　

22

　

８

　

１

　

１

　

０

32

　

ツ
　

３

　

０

　

０

　

１

　

０

４

タ
リ
　

２

　

９

　

２

　

０

　

５

18

　

リ
　

２

　

１

　

０

　

１

　

０

４

マ
シ

計

　

終
止

仮
定

　

ヌ
　

31

　

10

　

41

　

ツ
　

19

　

４

　

23

タ
リ
　

４

　

５

　

９
　

　

リ
　

０

　

５

　

５

図表二― c 図表二― b 図表二― a

図表二― d
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こ
の
う
ち
、
ラ
ム
、
ケ
ム
、
メ
リ
、
ラ
シ
、
ナ
リ
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か

の
意
味
で
推
量
（
お
よ
び
伝
聞
推
定
）
を
表
わ
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、

当
該
の
事
態
の
生
起
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
現
実
の
時
間
で
あ
る
。
た
と

え
ば

ａ
は
源
氏
が
末
摘
花
を
長
年
疎
遠
に
し
て
い
た
の
で
薄
情
者
と
思
わ

れ
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
現
在
の
状
態
、

ｂ
は
女
三
の
宮
は
柏
木
か
ら
の
手

紙
を
源
氏
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
隠
し
た
は
ず
だ
、
と
い
う
過
去
の
出
来

事
、

ｃ
は
源
氏
が
末
摘
花
を
訪
ね
て
行
っ
て
車
か
ら
降
り
た
の
で
折
か
ら

の
雨
で
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
、
と
い
う
現
在
の
眼
前
の
様

子
、

ｄ
は
源
氏
自
身
も
年
を
と
っ
た
の
で
か
つ
て
の
う
ら
若
い
舞
姫
も
年

を
と
っ
て
神
さ
び
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
現
在
の
状
態
を
そ
れ
ぞ
れ
推
量
し
て

お
り
、

ｅ
は
式
部
卿
宮
家
と
鬚
黒
大
将
と
の
い
ざ
こ
ざ
で
帝
も
源
氏
の
こ

と
を
面
白
く
な
く
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
現
在
の
様
子
の
伝
聞
を
表

わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
実
世
界
に
お
い
て
働
く
推
量
を
「
現
実
推

量
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

ａ
　（
源
氏
は
）
年
ご
ろ
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
思
ひ
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
く
て

　
　
――　
―
―
―
―
　

（
末
摘
花
を
）隔
て
つ
る
ほ
ど
、
つ
ら
し
と
思
は
れ
つ 

ら
む
と
、
い

と
ほ
し
く
思
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
生
　
二
・
342

ｂ
　（
小
侍
従
は
源
氏
に
）
御
粥
な
ど
ま
ゐ
る
方
に
目
も
見
や
ら
ず
、

「
い
で
、
さ
り
と
も
、
そ
れ
に
は
あ
ら
じ
。
い
と
い
み
じ
く
。
さ
る

　
　
――　
―
―
―
―
　

こ
と
は
あ
り
な
ん
や
。
隠
い
た
ま
ひ
て 

け
む
」
と
思
ひ
な
す
。

メ
リ

計

　

終
止

連
体

準
体

接
続

　
キ

　

ヌ
　

５

　

０

　

０

　

６

　

２

13

　

ツ
　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

０

タ
リ
　

13

　

１

　

３

　

10

　

４

31

　

リ
　

０

　

０

　

１

　

０

　

０

１ ベ
シ

計

　

終
止

連
体

準
体

接
続

仮
定

連
用

マ
シ

ム

メ
リ

キ

ケ
リ

ツ

　

ヌ

84

181

８

71

７

68

１

４

31

12

10

３

480

　

ツ

18

58

２

７

２

38

０

５

３

６

12

０

151

タ
リ

14

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

16

　

リ

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

図表二― e

ナ
リ

計

　

終
止

連
体

準
体

　

ヌ
　

５

　

０

　

１

　

６

　

ツ
　

０

　

０

　

０

　

０

タ
リ
　

17

　

１

　

９

　

27

　

リ
　

０

　

０

　

０

　

０

ラ
シ

計

　

終
止

　

ヌ
　

１

　

１

　

ツ
　

０

　

０

タ
リ
　

０

　

０

　

リ
　

０

　

０

図表二― g

図表二― f

図表二― h
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若
菜
下
　
四
・
241

惟
光

ｃ
　
雨
そ
そ
き
も
、
な
ほ
秋
の
時
雨
め
き
て
う
ち
そ
そ
け
ば
、
　「
御
か

さ
さ
ぶ
ら
ふ
。
げ
に
木
の
下
露
は
、
雨
に
ま
さ
り
て
」と
聞
こ
ゆ
。

さ
し
ぬ
き

　
　
――　
―
―
―
―
　

（
源
氏
の
）
御
指
貫
の
裾
は
い
た
う
そ
ぼ
ち
ぬ 

め
り
。

蓬
生
　
二
・
338

源
氏

　
――　
―
―
―
―
　

ｄ
　
　
を
と
め
ご
（
五
節
の
舞
姫
）
も
神
さ
び
ぬ 

ら
し
天
つ
袖
ふ
る
き

　
世
の
友
（
源
氏
）
よ
は
ひ
経
ぬ
れ
ば
　
　
　
　
　
少
女
　
三
・
57

源
氏

ｅ
　
大
臣
の
君
（
源
氏
）、（
紫
の
上
を
）
い
と
ほ
し
と
思
し
て
、
　「
難

き
こ
と
な
り
。
お
の
が
心
ひ
と
つ
に
も
あ
ら
ぬ
人
の
ゆ
か
り
に
、

　
――　
―
―
―
―
　

内
裏
（
帝
）
に
も
心
お
き
た
る
さ
ま
に
思
し
た 

な
り
。
…
」

真
木
柱
　
三
・
372

　
こ
の
よ
う
に
、
終
止
形
承
接
の
ラ
ム
、
メ
リ
、
ラ
シ
、
ナ
リ
お
よ
び
連
用

形
承
接
の
ケ
ム
が
除
か
れ
、
非
現
実
用
法
が
見
出
し
う
る
の
は
、
未
然
形
承

接
の
ム
、
マ
シ
お
よ
び
終
止
形
承
接
の
ベ
シ
の
一
部
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
ム
、
マ
シ
そ
れ
か
ら
ベ
シ
の
一
部
は
現
実
と
は
ま
っ
た
く

異
な
っ
た
非
現
実
の
世
界
で
の
事
態
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
推
量
を
「
非
現
実
推
量
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
た
い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
用
例
が
非
現
実
推
量
を
表
わ
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　
ま
ず
、
ム
の
終
止
用
法
と
接
続
用
法
と
は
、
意
志
・
勧
誘
表
現
な
ど
も
含

ん
で
は
い
る
が
、
非
現
実
推
量
の
用
例
も
多
く
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

ａ
は
、
返
事
を
し
な
か
っ
た
ら
末
摘
花
は
き
ま
り
わ
る
く
思
う
だ
ろ
う
、

ｂ
は
、
そ
の
う
ち
に
は
紫
の
上
に
き
っ
と
会
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、

ｃ
は
、
夕
顔
の
死
の
こ
と
を
自
然
に
漏
ら
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
院
の

留
守
居
役
の
縁
者
も
出
入
り
す
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ

え
て
現
実
の
時
間
に
定
位
す
れ
ば
未
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
未
来
の
事

態
は
不
確
定
で
あ
り
、
ま
た
事
実
と
し
て
経
験
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
え
な

い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
未
来
の
こ
と
は
非
現
実
事
態
で
あ
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
ひ
い
て
は
完
了
助
動
詞
も
現
実
の
時
間
の
延
長
と
し
て
の
未
来

を
基
準
と
し
て
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

源
氏

―　
―
――
――
　
　

ａ
　
　「（
末
摘
花
に
）返
り
事
は
遣
は
せ
。
は
し
た
な
く
思
ひ
な 

む
。

父
親
王
の
い
と
か
な
し
う
し
た
ま
ひ
け
る
思
ひ
出
づ
れ
ば
、
人
に

お
と
さ
む
は
い
と
心
苦
し
き
人
な
り
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

行
幸
　
三
・
306

ｂ
　
大
殿
（
致
仕
大
臣
の
邸
）
の
若
君
（
夕
霧
）
の
御
こ
と
な
ど
（
紫

の
上
の
手
紙
に
）
あ
る
に
も
、（
源
氏
は
）
い
と
悲
し
け
れ
ど
、
お

―
―　
―
――
――
　
　

の
づ
か
ら
あ
ひ
見
て 

ん
、
頼
も
し
き
人
々
も
の
し
た
ま
へ
ば
、
う

し
ろ
め
た
う
は
あ
ら
ず
と
思
し
な
さ
る
る
は
、
な
か
な
か
こ
の
道

の
ま
ど
は
れ
ぬ
に
や
あ
ら
む
。
　
　
　
　
　
　
　
須
磨
　
二
・
185

惟
光

ｃ
　
　「
こ
の
院
守
な
ど
に
聞
か
せ
む
こ
と
は
、
い
と
便
な
か
る
べ
し
。
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こ
の
人
ひ
と
り
こ
そ
睦
ま
し
く
も
あ
ら
め
、
お
の
づ
か
ら
も
の
言

く
ゑ
ぞ
く

―
―
―
―
―
―
―
―
　――
　
　

ひ
漏
ら
し
つ
べ
き
眷
属
も
た
ち
交
り
た
ら 

む
。
ま
づ
こ
の
院
を
出

で
お
は
し
ま
し
ね
」
と
、
言
ふ
。
　
　
　
　
　
　
夕
顔
　
一
・
245

　
こ
の
こ
と
は
、
意
志
・
勧
誘
表
現
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。

ａ
は
、
夕

顔
が
、
山
里
に
移
っ
て
し
ま
お
う
、
と
考
え
た
、

ｂ
は
、
薫
が
、
差
し
支

え
が
な
か
っ
た
ら
春
頃
に
浮
舟
を
今
新
築
中
の
邸
に
お
移
し
し
よ
う
、
と

思
っ
た
、

ｃ
は
、
小
君
が
、
こ
の
障
子
口
に
私
は
寝
て
い
よ
う
、
と
思
っ

た
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
あ
え
て
現
実
の
時
間
上
に
定

位
す
れ
ば
未
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
む
し
ろ
現
実
の
時
間
上
に
は
定
位

し
が
た
い
非
現
実
事
態
で
あ
る
と
言
う
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

意
志
・
勧
誘
と
事
情
の
近
い
希
望
・
願
望
表
現
中
の
完
了
助
動
詞
に
つ
い
て

は
、
第
３
・
２
節
で
論
じ
る
。

ａ
　（
夕
顔
は
）そ
れ
も
い
と
見
苦
し
き
に
住
み
わ
び
た
ま
ひ
て
、
山
里

―
―　
―
――
――
　
　

に
移
ろ
ひ
な 

ん
と
思
し
た
り
し
を
、
今
年
よ
り
塞
が
り
け
る
方
に

は
べ
り
け
れ
ば
、
違
ふ
と
て
、
あ
や
し
き
所
に
も
の
し
た
ま
ひ
し

を
見
あ
ら
は
さ
れ
た
て
ま
つ
り
ぬ
る
こ
と
と
、
思
し
嘆
く
め
り
し
。

夕
顔
一
・
260

  

薫

ｂ
　
　「
…
（
薫
と
浮
舟
と
が
）
明
け
暮
れ
お
ぼ
つ
か
な
き
隔
て
も
、
お

の
づ
か
ら
あ
る
ま
じ
き
を
、
こ
の
春
の
ほ
ど
に
、
さ
り
ぬ
べ
く
は

―
―
――
　
　
――
　
　

渡
し
て 

む
」
と
思
ひ
て
の
た
ま
ふ
も
、
　
　
　
　
浮
舟
　
六
・
135

小
君

―
―
―
―
―
　――
　
　

ｃ
　
　「
こ
の
障
子
口
に
ま
ろ
は
寝
た
ら 

む
。
風
吹
き
通
せ
」と
て
、
畳

ひ
ろ
げ
て
臥
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
蝉
　
一
・
197

　
次
に
、
マ
シ
の
終
止
用
法
も
、
あ
え
て
現
実
世
界
に
定
位
す
れ
ば
現
在
や

未
来
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
マ
シ
は
反
実
仮
想
を
表
わ
す
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
現
実
と
は
反
対
の
内
容
で
あ
り
、
現
実
の
時
間
上
に
位
置
付
け
る

の
は
適
当
で
な
い
。
や
は
り
非
現
実
事
態
と
言
う
方
が
妥
当
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、

ａ
は
、
須
磨
の
住
ま
い
は
、
こ
う
い
う
時
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
さ

ぞ
か
し
風
情
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
に
、

ｂ
は
、
私（
雲
居
雁
）だ
っ
て
、
六

条
院
の
方
々
の
よ
う
に
大
勢
で
暮
ら
す
習
慣
に
な
れ
て
い
れ
ば
、
多
少
の
こ

と
は
と
り
た
て
て
問
題
に
し
な
い
だ
ろ
う
、

ｃ
は
、
鬚
黒
大
将
は
、
玉
鬘

と
の
結
婚
は
大
事
な
宝
を
取
っ
て
き
た
よ
う
な
思
い
が
す
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

ａ
　
所
に
つ
け
た
る
御
住
ま
ひ
、
や
う
変
り
て
、
か
か
る
を
り
な
ら
ず

―　
―
――　
―
―
―
―
　

は
、
を
か
し
う
も
あ
り
な 

ま
し
と
、（
源
氏
は
）
昔
の
御
心
の
す

さ
び
思
し
出
づ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
磨
　
二
・
179

ｂ
　
上
（
雲
居
雁
）
は
ま
め
や
か
に
心
憂
く
、「
…
我
も
、
昔
よ
り
し
か

―
―　
―
――

―

な
ら
ひ
な
ま
し
か
ば
、
人
目
も
馴
れ
て
な
か
な
か
過
ぐ
し
て 

ま

―し
。
…
」
な
ど
、
い
と
い
た
う
嘆
い
た
ま
へ
り
。

夕
霧
　
四
・
439

ｃ
　
女
（
玉
鬘
）
も
、
塩
や
く
煙
の
な
び
き
け
る
方
を
あ
さ
ま
し
と
思
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―
―
―
―
―
―
　―
―
―
―
　

せ
ど
、（
鬚
黒
大
将
は
）
盗
み
て
も
行
き
た
ら 

ま
し
と
思
し
な
ず

ら
へ
て
、
い
と
う
れ
し
く
心
地
落
ち
ゐ
ぬ
。

真
木
柱
　
三
・
381

　
こ
こ
で
、
ベ
シ
の
終
止
用
法
、
接
続
用
法
を
見
て
み
る
と
、
単
純
に
非
現

実
事
態
と
は
言
い
難
い
。
確
か
に
一
方
で
は
、

ａ
は
、
源
氏
は
、
お
仕
え

す
る
人
達
に
適
当
な
折
を
見
て
は
便
宜
を
は
か
ら
う
こ
と
を
お
心
懸
け
に
な

ら
れ
た
の
で
、
し
あ
わ
せ
人
が
数
多
く
な
っ
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
、

ｂ

は
、
妹
尼
は
、
婿
の
中
将
に
珍
し
く
ま
た
深
い
感
慨
も
わ
い
て
く
る
よ
う
な

問
わ
ず
語
り
を
も
話
し
出
す
に
ち
が
い
な
い
、

ｃ
は
、
薫
は
、
匂
宮
へ
の

お
見
舞
い
に
伺
わ
な
い
の
も
す
ね
て
い
る
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
お
思
い
に

な
っ
て
参
上
な
さ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
非
現
実
事
態
を
表
わ
す
用
例
も
少

な
く
な
い
。

ａ
　（
源
氏
は
）な
ほ
昔
に
御
心
ば
へ
変
ら
ず
、
を
り
ふ
し
ご
と
に
渡
り

た
ま
ひ
な
ど
し
つ
つ
、
若
君
の
御
乳
母
た
ち
、
さ
ら
ぬ
人
々
も
、
年

ご
ろ
の
ほ
ど
ま
か
で
散
ら
ざ
り
け
る
は
、
み
な
さ
る
べ
き
事
に
ふ

れ
つ
つ
、
よ
す
が
つ
け
む
こ
と
を
思
し
お
き
つ
る
に
、
幸
ひ
人
多

―　
―
――　
―
―
―
―
　

く
な
り
ぬ 

べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澪
標
　
二
・
274

ｂ
　（
中
将
が
）た
ま
さ
か
に
か
く
も
の
し
た
ま
へ
る
に
つ
け
て
も
、
め

づ
ら
し
く
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
べ
か
め
る
問
は
ず
語
り
を
も
（
妹
尼

―
―　
―
――　
―
―
―
―
　

は
）
し
出
で
つ 

べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
習
　
六
・
295

ｃ
　
宮
（
匂
宮
）
の
御
と
ぶ
ら
ひ
に
、
日
々
に
、
参
り
た
ま
は
ぬ
人
な

く
、（
薫
は
）世
の
騒
ぎ
と
な
れ
る
こ
と
、
こ
と
ご
と
し
き
際
な
ら

―
―
―
―

ぬ
（
浮
舟
へ
の
）
思
ひ
に
籠
り
ゐ
て
、
参
ら
ざ
ら
ん
も
ひ
が
み
た

―　
―
―
―
―
　

る 

べ
し
と
思
し
て
、
参
り
た
ま
ふ
。
　
　
　
　
　
蜻
蛉
　
六
・
207

　
し
か
し
、
他
方
、

ａ
は
、
源
氏
は
、
帝
の
寵
愛
の
言
葉
に
涙
が
こ
ぼ
れ

落
ち
そ
う
だ
、

ｂ
は
、
兵
部
卿
宮
の
筆
跡
が
あ
ま
り
に
み
ご
と
な
の
で
、

源
氏
は
筆
を
棄
て
て
し
ま
い
た
く
な
る
、
ｃ
は
、
人
は
皆
寝
て
し
ま
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
推
量
と
は
い
う
も
の
の
、
現

実
の
時
間
上
で
現
在
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

ベ
シ
の
本
質
的
な
機
能
は
、
現
実
事
態
の
推
量
で
あ
る
と
か
、
非
現
実
事
態

の
推
量
で
あ
る
と
か
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
た
め
に
、
場
合
に

よ
っ
て
現
実
推
量
で
あ
っ
た
り
、
非
現
実
推
量
で
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
。

ａ
　
中
将
の
君
（
源
氏
）、（
帝
の
寵
愛
の
言
葉
に
）
面
の
色
か
は
る
心

地
し
て
、
恐
ろ
し
う
も
、
か
た
じ
け
な
く
も
、
う
れ
し
く
も
、
あ

―　
―
――　
―
―
―
―
　

は
れ
に
も
、
か
た
が
た
う
つ
ろ
ふ
心
地
し
て
、
涙
落
ち
ぬ 

べ
し
。

紅
葉
賀
　
一
・
401

源
氏

ｂ
　
　「（
兵
部
卿
宮
の
筆
の
才
能
が
）
か
う
ま
で
は
思
ひ
た
ま
へ
ず
こ

―
―
―　
―
――　
―
―
―
―
　

そ
あ
り
つ
れ
。
さ
ら
に
筆
投
げ
棄
て
つ 

べ
し
や
」
と
ね
た
が
り
た

ま
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
枝
　
三
・
411

く
る
る

ど

ｃ
　
奥
の
枢
戸
も
開
き
て
、
人
音
も
せ
ず
。（
源
氏
は
）
か
や
う
に
て
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世
の
中
の
あ
や
ま
ち
は
す
る
ぞ
か
し
と
思
ひ
て
、
や
を
ら
上
り
て

―　
―
―
―
―
　
　
―
―
―
―
　

の
ぞ
き
た
ま
ふ
。
人
は
皆
寝
た
る 

べ
し
。
　
　
　
花
宴
　
一
・
426

　
ベ
シ
を
、
終
止
用
法
と
接
続
用
法
の
よ
う
な
（
準
）
文
末
用
法
と
、
連
体

用
法
、
準
体
用
法
そ
し
て
連
用
用
法
の
よ
う
な
文
中
用
法
と
に
大
き
く
分
け

る
と
、
お
よ
そ
文
中
用
法
に
は
、
適
当
、
必
要
、
義
務
、
可
能
の
よ
う
な
意

味
が
、
文
末
用
法
に
は
、
そ
れ
以
外
に
、
推
量
、
予
定
、
当
然
、
命
令
、
意

志
の
よ
う
な
意
味
が
、
対
応
す
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

ベ
シ
の
諸
用
法
は
、
命
題
―
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
跨
っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の

表
わ
す
意
味
も
命
題
側
の
意
味
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
側
の
意
味
と
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
言
え
ば
了
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
、
文
中

用
法
の
適
当
、
必
要
、
義
務
、
可
能
は
、
非
時
間
的
な
一
般
的
事
態
を
表
わ

す
こ
と
も
で
き
る
が
、
完
了
助
動
詞
を
伴
う
場
合
に
は
、
現
実
時
を
基
準
時

と
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ａ
、
ｂ
、
ｃ
の
前

例
は
連
体
用
法
、

ｃ
の
後
例
、
ｄ
は
連
用
用
法
で
あ
る
が
、

ａ
は
、
母

君
は
娘
が
川
に
流
さ
れ
て
死
ん
だ
こ
と
を
思
う
と
自
分
も
川
に
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
そ
う
な
心
地
が
す
る
、

ｂ
は
、
薫
は
悩
ん
だ
り
嘆
い
た
り
す
る
こ

と
な
く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
こ
の
世
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
、

ｃ
は
、

空
蝉
は
、
源
氏
が
気
持
ち
が
そ
そ
ら
れ
る
よ
う
に
お
思
い
に
な
る
に
違
い
な

い
様
子
で
あ
る
、
ま
た
軒
端
荻
は
夫
を
持
っ
て
も
こ
れ
ま
で
同
様
心
を
許
す

に
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
様
子
で
あ
る
、

ｄ
は
、
侍
従
を
末
摘

花
と
取
り
か
え
て
し
ま
い
た
い
く
ら
い
に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
お
よ

そ
現
実
の
現
在
を
基
準
時
と
し
た
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
で
あ
る
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。

ａ
　（
母
君
は
）さ
ば
、
こ
の
い
と
荒
ま
し
と
思
ふ
川
に
流
れ
亡
せ
た
ま

―
―
―　
―
――　
―
―
―
―
　

ひ
に
け
り
、
と
思
ふ
に
、
い
と
ど
我
も
落
ち
入
り
ぬ 

べ
き
心
地
し

母
君

か
ら

て
、
　「（
浮
舟
が
）
お
は
し
ま
し
に
け
む
方
を
尋
ね
て
、
骸
を
だ

に
、
は
か
ば
か
し
く
を
さ
め
む
」
と
の
た
ま
へ
ど
、蜻

蛉
　
六
・
200

薫

ｂ
　
　「
人
々
し
く
き
ら
き
ら
し
き
方
に
は
は
べ
ら
ず
と
も
、
心
に
思
ふ

―
―

こ
と
あ
り
、
嘆
か
し
く
身
を
も
て
悩
む
さ
ま
な
ど
は
な
く
て
過
ぐ

　
―
――　
―
―
―
―
　

し
つ 

べ
き
こ
の
世
と
、
み
づ
か
ら
思
ひ
た
ま
へ
し
。
…
」

宿
木
　
五
・
383

ｃ
　（
空
蝉
は
）さ
る
べ
き
を
り
を
り
の
御
答
へ
な
ど
な
つ
か
し
く
聞
こ

え
つ
つ
、
な
げ
の
筆
づ
か
ひ
に
つ
け
た
る
言
の
葉
、
あ
や
し
く
ら

―
―

う
た
げ
に
目
と
ま
る
べ
き
ふ
し
加
へ
な
ど
し
て
、
あ
は
れ
と
思
し

――　
―
―
―
―
　

ぬ　 

べ
き
人
の
け
は
ひ
な
れ
ば
、（
源
氏
は
）
つ
れ
な
く
ね
た
き
も

の
の
、
忘
れ
が
た
き
に
思
す
。
い
ま
一
方
（
軒
端
荻
）
は
主
強
く

―
―
―　
―
――　
―
―
―
―
　

な
る
と
も
、
変
ら
ず
う
ち
と
け
ぬ 

べ
く
見
え
し
さ
ま
な
る
を
頼
み

て
、
と
か
く
聞
き
た
ま
へ
ど
、
御
心
も
動
か
ず
ぞ
あ
り
け
る
。

夕
顔
　
一
・
220
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ｄ
　（
侍
従
は
）年
ご
ろ
い
た
う
つ
ひ
え
た
れ
ど
、
な
ほ
も
の
き
よ
げ
に

よ
し
あ
る
さ
ま
し
て
、（
叔
母
に
は
）
か
た
じ
け
な
く
と
も
、（
末

―
―
―　
―
――　
―
―
―
―
　

摘
花
と
）
と
り
か
へ
つ 

べ
く
見
ゆ
。
　
　
　
　
　
蓬
生
　
二
・
328

　
こ
こ
で
、
非
現
実
推
量
の
用
法
を
持
つ
ム
・
マ
シ
・
ベ
シ
に
は
、
仮
定
用

法
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
仮
定
用
法
も
現
実
で
な
い
こ
と
を
仮
定
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
非
現
実
用
法
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
ム
は
、

連
体
用
法
、
準
体
用
法
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
お
よ
そ
仮
定
の
意
味
合
い
で

解
釈
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

ａ
は
、
六
条
御
息
所
は
、
源
氏
と
の
縁
を
断

ち
切
っ
て
伊
勢
に
下
る
と
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
心
細
い
に
違
い
な
い
だ
ろ
う

し
、
世
間
の
噂
で
も
も
の
笑
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
お
思
い
に
な
る
、

ｂ
は
、

ま
っ
た
く
こ
の
世
か
ら
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
方
な
ら
ば
、
言
っ
て
も
仕

方
の
な
い
こ
と
で
、
日
が
経
て
ば
だ
ん
だ
ん
と
忘
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
あ
ろ
う
、

ｃ
は
、
台
風
が
こ
ん
な
に
吹
き
荒
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
何
も
で
き
は
す
ま

い
、

ｄ
は
、
と
り
わ
け
朱
雀
院
か
ら
女
三
の
宮
に
つ
い
て
ご
意
向
を
承
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
大
事
に
お
世
話
申
し
上
げ

よ
う
と
は
思
う
が（
と
言
い
つ
つ
結
局
は
断
る
）、

ｅ
は
、
家
の
秘
伝
書
な

ど
に
書
き
留
め
て
入
れ
て
お
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
面
白
か
ろ
う
、

ｆ
は
、
た

と
え
冗
談
に
せ
よ
若
や
い
だ
噂
が
世
間
の
人
の
口
の
端
に
の
ぼ
り
で
も
し
た

ら
、
そ
れ
こ
そ
ま
こ
と
に
恥
ず
か
し
く
見
苦
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

よ
う
に
仮
定
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
条
件
節
は
帰
結
節
で

結
ぶ
必
要
が
あ
る
が
、
大
半
の
用
例
が
、
破
線
の
よ
う
に
、
帰
結
節
は
非
現

実
推
量
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
仮
定
条
件
節
を
と
る

帰
結
節
に
は
、
ム
・
マ
シ
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
シ
・
マ
ジ
も
用
い
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ベ
シ
・
マ
ジ
の
少
な
く
と
も
一
部
は
非
現

実
推
量
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（
マ
シ
、
マ
ジ
の
用
例
は

、

、

に
挙
げ
る
）。

ａ
　（
六
条
御
息
所
は
源
氏
の
仕
打
ち
が
）つ
ら
き
方
に
思
ひ
は
て
た
ま

―
―
―
―　
―
――
――
　
　

- - - 

へ
ど
、
今
は
と
て
ふ
り
離
れ
（
伊
勢
に
）
下
り
た
ま
ひ
な 

む
は
い

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - - - - - - - - -

 - - - - - - - - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -

と
心
細
か
り
ぬ
べ
く
、
世
の
人
聞
き
も
人
わ
ら
へ
に
な
ら
ん
こ
と

と
思
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
　
二
・
24

―
―
―　
―
――
　――
　
　

ｂ
　（
紫
の
上
は
）
ひ
た
す
ら
世
に
亡
く
な
り
な 

む
は
言
は
む
方
な
く

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -

て
、
や
う
や
う
忘
れ
草
も
生
ひ
や
す
ら
ん
、（
源
氏
が
い
る
須
磨

は
）
聞
く
ほ
ど
近
け
れ
ど
、
い
つ
ま
で
と
限
り
あ
る
御
別
れ
に
も

あ
ら
で
、
思
す
に
尽
き
せ
ず
な
む
。
　
　
　
　
　
須
磨
　
二
・
182

源
氏

ｃ
　
　「
中
将
の
下
襲
か
。
御
前
の
壺
前
栽
の
宴
も
と
ま
り
ぬ
ら
む
か

―
―
―
―　
―
――
――
　
　

- - - - - - - - - - -
 - - - - - - - - - - -

 - - - - - - - - - - - - - -

し
。
か
く
吹
き
散
ら
し
て 

む
に
は
、
何
ご
と
か
せ
ら
れ
む
。
す
さ

ま
じ
か
る
べ
き
秋
な
め
り
」な
ど
の
た
ま
ひ
て
、
何
に
か
あ
ら
む
、

さ
ま
ざ
ま
な
る
も
の
の
色
ど
も
の
、
い
と
き
よ
ら
な
れ
ば
、
か
や

う
な
る
方
は
、
南
の
上
に
も
劣
ら
ず
か
し
と
思
す
。野

分
　
三
・
273



－ 37－

し
た
ら
、
御
不
興
が
さ
ら
に
増
し
た
で
し
ょ
う
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
な
る
。

ａ
　（
僧
都
が
）
や
を
ら
か
し
こ
ま
り
て
ま
か
づ
る
を
、（
帝
は
）
召
し

帝

―
―

と
ど
め
て
、
　「（
源
氏
と
藤
壺
と
の
関
係
を
）
心
に
知
ら
で
過
ぎ

―
　
　
―
―
―

―
―
―
　
　
―

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -

な 

ま
し
か
ば
、
後
の
世
ま
で
の
咎
め
あ
る
べ
か
り
け
る
こ
と
を
、

今
ま
で
忍
び
こ
め
ら
れ
た
り
け
る
を
な
む
、
か
へ
り
て
は
う
し
ろ

め
た
き
心
な
り
、
と
思
ひ
ぬ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
を
知
り
て
漏
ら

し
伝
ふ
る
た
ぐ
ひ
や
あ
ら
む
」
と
の
た
ま
は
す
。

薄
雲
　
二
・
442

源
氏

―
―
―
―
―
―
――
―
―

　
―
―
　
　

ｂ
　
　「（
故
式
部
卿
宮
の
女
婿
と
し
て
）
さ
も
さ
ぶ
ら
ひ
馴
れ
な 

ま
し

―
―

　
―
　
　
　

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

か
ば
、
今
に
思
ふ
さ
ま
に
は
べ
ら
ま
し
。
み
な
さ
し
放
た
せ
た
ま

ひ
て
」
と
、
恨
め
し
げ
に
気
色
ば
み
き
こ
え
た
ま
ふ
。

朝
顔
　
二
・
462

女
五
の
宮

ｃ
　
　
　「
…
（
源
氏
が
）
か
く
て
世
に
た
ち
返
り
た
ま
へ
る
御
よ
ろ
こ

―
―
――

―
―
―

―
―
―
　
　

び
に
な
む
、
あ
り
し
年
ご
ろ
を
見
た
て
ま
つ
り
さ
し
て 

ま
し
か

―

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -

ば
、
口
惜
し
か
ら
ま
し
、
と
お
ぼ
え
は
べ
り
」と
、
う
ち
わ
な
な
き

た
ま
ひ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
顔
　
二
・
461

内
大
臣

ｄ
　
　
　「（
源
氏
の
も
と
に
）
さ
ぶ
ら
は
で
は
あ
し
か
り
ぬ
べ
か
り
け

―
―
―
―
―
――
　―
―
―

―
―
―
　
　
―

- - - - - - -

る
を
、
召
し
な
き
に
憚
り
て
。
承
り
過
ぐ
し
て 

ま
し
か
ば
、
御
勘

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
事
や
添
は
ま
し
」
と
申
し
た
ま
ふ
に
、
　
　
　
　
行
幸
　
三
・
298

　
ベ
シ
の
仮
定
用
法
は
、
連
用
形
ベ
ク
＋
ハ
と
い
う
形
を
と
る
が
、
こ
れ
ら

源
氏

―
―
―
――
―
―
―

ｄ
　
　「
…
ま
た
か
く
と
り
分
き
て
（
朱
雀
院
か
ら
）
聞
き
お
き
た
て
ま

―　
―
――
――
　
　

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 

つ
り
て 

ん
（
女
三
の
宮
）を
ば
、
こ
と
に
こ
そ
は
後
見
き
こ
え
め

と
思
ふ
を
、
そ
れ
だ
に
い
と
不
定
な
る
世
の
定
め
な
さ
な
り
や
」

と
の
た
ま
ひ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
菜
上
　
四
・
33

源
氏

ｅ
　
　「
い
か
で
か
。
何
ご
と
も
人
に
異
な
る
け
ぢ
め
を
ば
記
し
伝
ふ
べ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　――
　
　

- - -

き
な
り
。
家
の
伝
へ
な
ど
に
書
き
と
ど
め
入
れ
た
ら 

ん
こ
そ
、
興

- - - - - - - - - - - - - -

は
あ
ら
め
」
な
ど
戯
れ
た
ま
ふ
御
さ
ま
の
、
に
ほ
ひ
や
か
に
き
よ

ら
な
る
を
見
た
て
ま
つ
る
に
も
、
　
　
　
　
　
若
菜
上
　
四
・
136

ｆ
　（
玉
鬘
は
）み
づ
か
ら
さ
へ
、
戯
れ
に
て
も
、
若
々
し
き
事
の
世
に

―
―
―
―
―
―
―
　――
　
　

- - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 
- - - - - -

聞
こ
え
た
ら 

む
こ
そ
、
い
と
ま
ば
ゆ
く
見
苦
し
か
る
べ
け
れ
と
思

せ
ど
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
河
　
五
・
97

　
マ
シ
の
仮
定
用
法
は
マ
シ
カ
＋
バ
（
上
代
の
マ
セ
＋
バ
は
中
古
の
『
源
氏

物
語
』
に
は
な
い
）
と
な
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
反
実
仮
想
の
用

法
で
あ
り
、
非
現
実
事
態
を
仮
定
し
、
非
現
実
推
量
で
結
ぶ
こ
と
に
な
る

ａ
は
、
も
し
源
氏
と
藤
壺
と
の
不
義
の
関
係
に
気
付
か
ず
に
い
た
ら
、
来
世

ま
で
の
罪
障
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、

ｂ
は
、
式
部
卿
宮
の
女
婿
と

な
っ
て
お
近
づ
き
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
の
で
し
た
ら
、
今
頃
幸
せ
で
し

た
で
し
ょ
う
に
、

ｃ
は
、
源
氏
の
須
磨
退
去
の
幾
年
か
を
途
中
で
拝
見
せ

ず
じ
ま
い
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
、

ｄ
は
、
も
し
も
源
氏
の
今
日
の
お
越
し
を
知
ら
ず
に
過
ご
し
で
も
い
た
し
ま
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も
多
く
が
非
現
実
事
態
の
仮
定
条
件
に
対
し
て
、
非
現
実
推
量
で
結
ん
で
い

る
。
た
と
え
ば
、

ａ
は
、
時
々
こ
う
し
て
藤
壺
の
も
と
で
切
な
い
悲
し
み

な
り
と
も
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
大
そ
れ
た
気
持
ち

も
起
こ
し
ま
し
ょ
う
か
、

ｂ
は
、
浮
舟
が
姿
形
が
た
い
し
た
こ
と
な
く
他

の
娘
と
一
緒
に
し
て
お
い
て
も
よ
い
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
な
ら
、
ま
っ
た

く
な
ん
で
こ
れ
ほ
ど
苦
し
い
思
い
を
し
て
心
を
労
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
、

ｃ
は
、
源
氏
が
夕
顔
の
後
を
追
い
か
け
て
も
行
方
が
知
れ
な
く
な
っ
て
、
そ

れ
で
通
り
一
遍
の
女
と
思
っ
て
し
ま
え
る
よ
う
な
ら
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
気

ま
ぐ
れ
と
し
て
諦
め
て
し
ま
え
そ
う
だ
が
、

ｄ
は
、
西
側
の
部
屋
は
む
さ

く
る
し
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
も
浮
舟
が
お
過
ご
し
に
な
れ
る
よ
う
で
し

た
ら
、
暫
く
の
間
は
（
お
使
い
下
さ
い
）、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
省
略
部
分

を
補
っ
た

ｄ
の
帰
結
節
は
非
現
実
推
量
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
）。

ａ
　（
源
氏
は
）
せ
め
て
（
藤
壺
に
）
従
ひ
き
こ
え
ざ
ら
む
も
か
た
じ
け

源
氏

な
く
、
心
恥
づ
か
し
き
御
け
は
ひ
な
れ
ば
、
　「
た
だ
か
ば
か
り
に

―
―
―
―
―
―
――
―
―
―
―
　

て
も
、
時
時
い
み
じ
き
愁
へ
を
だ
に
は
る
け
は
べ
り
ぬ 

べ
く
は
、

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

何
の
お
ほ
け
な
き
心
も
は
べ
ら
じ
」
な
ど
、
た
ゆ
め
き
こ
え
た
ま

ふ
べ
し
。

賢
木
　
二
・
103―

ｂ
　（
中
将
の
君
は
浮
舟
が
）さ
ま
容
貌
の
な
の
め
に
と
り
ま
ぜ
て
も
あ

　
―
――
　―
―
―
―
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

り
ぬ 

べ
く
は
、
い
と
か
う
し
も
、
何
か
は
苦
し
き
ま
で
も
も
て
悩

- - - - - - - - - - -

ま
ま
し
、
同
じ
ご
と
思
は
せ
て
も
あ
り
ぬ
べ
き
を
、
も
の
に
も
ま

じ
ら
ず
、
あ
は
れ
に
か
た
じ
け
な
く
生
ひ
出
で
た
ま
へ
ば
、
あ
た

ら
し
く
心
苦
し
き
も
の
に
思
へ
り
。
　
　
　
　
　
東
屋
　
六
・
12

ｃ
　（
源
氏
に
は
）
か
り
そ
め
の
隠
れ
処
と
は
た
見
ゆ
め
れ
ば
、（
夕
顔

が
）
い
づ
方
に
も
、
い
づ
方
に
も
、
移
ろ
ひ
ゆ
か
む
日
を
何
時
と

―
―
―
―

も
知
ら
じ
と
思
す
に
、
追
ひ
ま
ど
は
し
て
、
な
の
め
に
思
ひ
な
し

――
　
　
―
―
―
―
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -

つ
　

 

べ
く
は
、
た
だ
か
ば
か
り
の
す
さ
び
に
て
も
過
ぎ
ぬ
べ
き
こ
と

を
、
さ
ら
に
さ
て
過
ぐ
し
て
ん
と
思
さ
れ
ず
。
　
　
夕
顔
　
一
・
228

大
輔

ｄ
　
　「
さ
ら
ば
、
か
の
西
の
方
に
、
隠
ろ
へ
た
る
所
し
出
で
て
、
い
と

―
―
―
―
―
―
――
―
―
―
―
　―

- - -

む
つ
か
し
げ
な
め
れ
ど
、
さ
て
も
過
ぐ
い
た
ま
ひ
つ 

べ
く
は
、
し

- - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - -

ば
し
の
ほ
ど
」
と
（
中
将
の
君
へ
）
言
ひ
つ
か
は
し
つ
。

東
屋
　
六
・
34

　
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
順
接
仮
定
条
件
節
の
未
然
形
＋

バ
、
逆
接
仮
定
条
件
節
の
終
止
形
＋
ト
モ
も
帰
結
節
は
原
則
と
し
て
非
現
実

推
量
と
な
る
。
た
と
え
ば
、

ａ
は
、
紫
の
上
が
父
宮
の
邸
に
移
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
迎
え
取
る
と
し
て
も
そ
れ
で
は
浮
気
っ
ぽ
い
と
言
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
し
、
幼
い
女
を
盗
み
出
し
た
と
い
う
非
難
を
免
れ
な
い
だ
ろ

う
、

ｂ
は
、
夕
霧
が
ゆ
く
ゆ
く
は
国
家
の
重
鎮
と
な
る
よ
う
な
心
構
え
を

身
に
付
け
る
な
ら
、
私
（
源
氏
）
の
亡
き
後
も
心
配
な
こ
と
も
な
か
ろ
う
と

思
い
ま
し
て
、

ｃ
は
、
あ
な
た（
紫
の
上
）が
大
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
決

し
て
他
へ
は
出
か
け
ま
せ
ん
よ
、

ｄ
は
、
た
と
え
見
劣
り
す
る
相
手
で
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あ
っ
て
も
、
そ
う
し
て
一
度
会
っ
て
し
ま
え
ば
薄
情
な
こ
と
は
お
で
き
に
な

れ
そ
う
も
な
い
薫
の
こ
と
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
か
り
そ
め
に
も
妹
の

君
と
契
り
を
結
ん
だ
ら
そ
れ
で
満
足
な
さ
る
だ
ろ
う
、

ｅ
は
、
源
氏
が「
玉

藻
は
な
刈
り
そ
」
と
歌
い
興
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
姿
も
、
恋
し
い
玉
鬘
に

見
せ
た
ら
、
き
っ
と
胸
打
た
れ
る
に
違
い
な
い
御
有
様
で
あ
る
、

ｆ
は
、
私

（
薫
）
が
面
白
く
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
か
ら
と
浮
舟
を
捨
て
て
お
い
た
な

ら
、
き
っ
と
匂
宮
が
呼
び
迎
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ａ
　（
惟
光
が
）
し
か
じ
か
（
明
日
紫
の
上
が
兵
部
卿
宮
に
引
き
取
ら
れ

る
）
な
ど
聞
こ
ゆ
れ
ば
、（
源
氏
は
）
口
惜
し
う
思
し
て
、
か
の
宮

―
―
――
――
　
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - -
- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - -

- - -

に
渡
り
な 

ば
、
わ
ざ
と
迎
へ
出
で
む
も
、
す
き
ず
き
し
か
る
べ
し
、

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - -- - -
- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - -

幼
き
人
を
盗
み
出
で
た
り
と
、
も
ど
き
負
ひ
な
む
、
そ
の
前
に
、
し

ば
し
人
に
も
口
が
た
め
て
、
渡
し
て
む
、
と
思
し
て
、

若
紫
　
一
・
326

源
氏

ｂ
　
　「
…
（
夕
霧
は
）
さ
し
当
り
て
は
心
も
と
な
き
や
う
に
は
べ
れ
ど

―
―
―
――

も
、
つ
ひ
の
世
の
お
も
し
と
な
る
べ
き
心
お
き
て
を
な
ら
ひ
な

――
　
　

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - -

ば
、（
源
氏
が
）
は
べ
ら
ず
な
り
な
む
後
も
う
し
ろ
や
す
か
る
べ
き

に
よ
り
な
む
。
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
女
　
三
・
16

源
氏

ｃ
　
　「
我
も
、（
紫
の
上
に
）
一
日
も
見
た
て
ま
つ
ら
ぬ
は
い
と
苦
し

う
こ
そ
あ
れ
ど
、
幼
く
お
は
す
る
ほ
ど
は
、
心
や
す
く
思
ひ
き
こ

え
て
、
ま
づ
く
ね
く
ね
し
く
怨
む
る
人
の
心
破
ら
じ
と
思
ひ
て
、

―
―

む
つ
か
し
け
れ
ば
、
し
ば
し
か
く
も
あ
り
く
ぞ
。
大
人
し
く
見
な

―
――
――
　
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -

し
て 

ば
、
ほ
か
へ
も
さ
ら
に
行
く
ま
じ
。
人
の
恨
み
負
は
じ
な
ど

思
ふ
も
、
世
に
長
う
あ
り
て
、
思
ふ
さ
ま
に
見
え
た
て
ま
つ
ら
ん

と
思
ふ
ぞ
」
な
ど
、
こ
ま
ご
ま
と
語
ら
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
ば
、
さ

す
が
に
恥
づ
か
し
う
て
、
と
も
か
く
も
答
へ
き
こ
え
た
ま
は
ず
。

紅
葉
賀
　
一
・
405

大
君

ｄ
　
　「（
薫
が
私
を
）
せ
め
て
恨
み
深
く
は
、
こ
の
君
（
妹
の
中
君
）
を

―
―
―
――

お
し
出
で
む
。
劣
り
ざ
ま
な
ら
む
に
て
だ
に
、
さ
て
も
見
そ
め
て

――
　
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - -

ば
、
あ
さ
は
か
に
は
も
て
な
す
ま
じ
き
心
な
め
る
を
、
ま
し
て
、
ほ

―
―
―
――
――
　
　

　   - - - - - - - - - - - - -

の
か
に
も
見
そ
め
て 

ば
慰
み
な
む
。
…
」
と
思
し
構
ふ
る
を
、

総
角
　
五
・
234

源
氏

ｅ
　
あ
づ
ま
の
調
べ
を
す
が
掻
き
て
、
　「
玉
藻
は
な
刈
り
そ
」と
、
う

―
―
―
―
―
―
　――
　
　

た
ひ
す
さ
び
た
ま
ふ
も
、
恋
し
き
人
（
玉
鬘
）
に
見
せ
た
ら 

ば
、

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -

あ
は
れ
過
ぐ
す
ま
じ
き
御
さ
ま
な
り
。
　
　
　
真
木
柱
　
三
・
384

 

薫

―
―
―
―
―
―
―
―
　――
　
　

ｆ
　
　「
我
す
さ
ま
じ
く
思
ひ
な
り
て（
浮
舟
を
）棄
て
お
き
た
ら 

ば
、

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - -

必
ず
か
の
宮
（
匂
宮
）
の
呼
び
取
り
た
ま
ひ
て
む
。
…
」
な
ど
、

な
ほ
棄
て
が
た
く
、
気
色
見
ま
ほ
し
く
て
、
御
文
遣
は
す
。

浮
舟
　
六
・
167

　
逆
接
仮
定
条
件
節
の
例
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

ａ

の
帰
結
節
は
命
令
文
で
あ
る
が
、
命
令
文
も
一
種
の
非
現
実
事
態
で
あ
る
と
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了
解
で
き
る
。
さ
て
、

ａ
は
、
紫
の
上
の
ご
定
命
が
尽
き
て
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、
た
だ
も
う
暫
く
の
間
ご
猶
予
下
さ
い
、

ｂ
は
、

た
と
え
あ
な
た
（
朧
月
夜
）
が
こ
の
私
（
源
氏
）
を
お
捨
て
に
な
ら
れ
て
も
、

必
ず
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
御
回
向
の
中
に
は
第
一
に
私
の
こ
と
を
お
入
れ
く
だ

さ
る
だ
ろ
う
、

c
は
、
朧
月
夜
が
源
氏
と
密
会
し
い
て
い
た
の
を
知
り
な

が
ら
、
朱
雀
帝
な
ら
ば
穢
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
お
見
捨
て
に
な

る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
、
そ
れ
だ
け
を
頼
み
に
し
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

げ
ん

ざ

源
氏

ａ
　（
源
氏
は
）
す
ぐ
れ
た
る
験
者
ど
も
の
か
ぎ
り
召
し
集
め
て
、
　

―
―
―
―
―
―― 

―― 

「（
紫
の
上
は
）
限
り
あ
る
御
命
に
て
こ
の
世
尽
き
た
ま
ひ
ぬ 

と

――
　
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -

も
、
た
だ
、
い
ま
し
ば
し
の
ど
め
た
ま
へ
。
不
動
尊
の
御
本
の
誓

ひ
あ
り
。
そ
の
日
数
を
だ
に
か
け
と
ど
め
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
」

と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
菜
下
　
四
・
225

源
氏

ｂ
　
　「
…
さ
ま
ざ
ま
な
る
世
の
定
め
な
さ
を
心
に
思
ひ
つ
め
て
、（
出

―
―

家
が
朧
月
夜
に
）
今
ま
で
後
れ
き
こ
え
ぬ
る
口
惜
し
さ
を
、
思
し

  

―
――
――

―
―
―
―
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -

棄
て
つ 

と
も
、

避
り
が
た
き
御
回
向
の
中
に
は
ま
づ
こ
そ
は
、

と
あ
は
れ
に
な
む
」
な
ど
、
多
く
聞
こ
え
た
ま
へ
り
。

若
菜
下
　
四
・
252

右
大
臣

―
―
―

ｃ
　
　
　「
…
さ
る
べ
き
に
こ
そ
は
と
て
、（
朧
月
夜
が
）
世
に
け
が
れ

―
―
―
―
　―
―
―
―
　

- - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - -

た
り 

と
も
（
朱
雀
帝
は
）
思
し
棄
つ
ま
じ
き
を
頼
み
に
て
、
か
く

本
意
の
ご
と
く
奉
り
な
が
ら
、
…
」　
　
　
　
　
　
賢
木
　
二
・
139

　
以
上
の
よ
う
に
、
非
現
実
事
態
を
表
わ
す
仮
定
節
と
非
現
実
推
量
節
と
は

し
ば
し
ば
対
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る

だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
過
去
助
動
詞
の
表
現
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
、
井
島
（
二
〇

〇
〇
・
九
、
〇
二
・
一
、
〇
二
・
三
、
〇
五
・
一
）
を
想
起
し
た
い
。
そ
こ

で
は
、
キ
・
ケ
リ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、「
物
語
世
界
」

と
「
表
現
世
界
」
と
い
う
二
つ
の
世
界
を
措
定
し
、
そ
の
時
間
的
関
わ
り
の

あ
り
方
に
よ
っ
て
そ
の
使
い
分
け
を
理
論
的
に
分
析
し
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら

に
、
物
語
世
界
中
で
の
現
実
の
出
来
事
で
あ
る「（
物
語
中
の
）現
実
世
界（
＝

物
語
世
界
）」
と
、
そ
の
場
の
必
要
に
応
じ
て
地
の
文
に
で
も
会
話
文
に
で
も

要
請
さ
れ
る
「（
物
語
中
の
）
仮
想
世
界
」
と
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
前

者
は
、
原
則
と
し
て
物
語
中
で
は
全
体
と
し
て
一
貫
し
た
時
間
関
係
、
空
間

関
係
、
人
間
関
係
を
保
っ
て
い
る
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
物
語
は
破
綻
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
）
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
そ
の
場
そ
の
場
で
必
要
に
応

じ
て
物
語
中
の
現
実
の
時
間
関
係
、
空
間
関
係
、
人
間
関
係
と
ず
れ
た
世
界

が
要
請
さ
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
物
語
中
の
現
実
と
は
ま
っ
た
く
異

な
っ
た
世
界
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
。
そ
し
て
近
接
す
る
仮
想
世
界
同
士
で
、

時
間
関
係
、
空
間
関
係
、
人
間
関
係
が
異
な
っ
て
い
て
も
構
わ
な
い
し
、
む

し
ろ
そ
う
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
物
語
（
中
の
現
実
）
世
界

に
流
れ
る
時
間
を
「
物
語
時
」、
表
現
世
界
に
流
れ
る
時
間
を
「
表
現
時
」
と
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る
「
完
了
」
と
、
非
事
実
の
仮
想
に
用
い
ら
れ
る
「
確
述
」
と
を
区
別
す
る

必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
物
語
中
の
現
実
世
界
に
流
れ
る
物
語
時
と
、
物

語
中
の
仮
想
世
界
に
流
れ
る
仮
想
時
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
テ
ン
ス
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ヌ
・
ツ
は
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
ア

ス
ペ
ク
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

呼
ん
だ
の
に
倣
え
ば
、
物
語
中
の
仮
想
世
界
に
流
れ
る
時
間
を「
仮
想
時
」と

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
理
論
的
に
は
、
す
べ
て
の
仮
想
世
界
で
時
間

関
係
、
空
間
関
係
、
人
間
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
中
古
の
物
語
の
中
で
は
、
大
方
そ
れ
ら
が
存
在
す
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）。

　
そ
の
よ
う
な
、
物
語
中
の
現
実
世
界
と
、
物
語
中
の
仮
想
世
界
と
の
中
で
、

条
件
表
現
が
用
い
ら
れ
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
物
語
中
の
現
実
世
界
で

の
条
件
表
現
と
は
、（
物
語
中
で
）現
実
に
起
こ
っ
た
事
態
と
事
態
と
の
因
果

関
係
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
条
件
節
（
前
件
）
を
「
確
定
節
」、
帰
結
節
（
後

件
）
を
「
事
実
節
」
あ
る
い
は
「
現
実
推
量
節
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
物
語
中
の
仮
想
世
界
で
の
条
件
表
現
と
は
、
語
り

手
な
い
し
登
場
人
物
が
仮
想
し
た
事
態
と
事
態
と
の
因
果
関
係
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
条
件
節
を
「
仮
定
節
」、
帰
結
節
を
「
非
現
実
推
量
節
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
図
表
二
）。

　
そ
し
て
、
物
語
中
の
現
実
世
界
に
お
け
る
確
定
節
・
事
実
節
あ
る
い
は
現

実
推
量
節
そ
れ
ぞ
れ
に
物
語
時
現
在
を
基
準
時
と
し
た
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
が

可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
物
語
中
の
仮
想
世
界
に
お
け
る
仮
定
節
・
推
量
節
そ

れ
ぞ
れ
に
仮
想
時
現
在
を
基
準
時
と
し
た
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
が
可
能
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ヌ
・
ツ
の
意
味
に
、
事
実
の
描
写
に
用
い
ら
れ

Ｐ Ｑ

仮 定 節 非 現 実

推 量 節

仮 想 時

Ｒ Ｓ

確 定 節 事 実 節

　　　　　　　　　または現実

推 量 節

物 語 時

仮
想
世
界

現
実
世
界

物
語
世
界

表
現
世
界

図表二
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３
　
否
定
、
希
望
・
願
望
表
現
中
の
完
了
助
動
詞

　
前
節
に
見
た
推
量
・
仮
定
表
現
だ
け
で
な
く
、
否
定
表
現
や
希
望
・
願
望

表
現
に
用
い
ら
れ
る
完
了
助
動
詞
も
非
現
実
用
法
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
が
、
否
定
表
現
と
希
望
・
願
望
表
現
と
の
間
に
は
、
完
了
助
動
詞
の
出

現
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
対
立
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ズ
・
デ
・
ジ
・
マ
ジ
の
よ
う
な
否
定
を
含
む
表
現
は
、
タ
リ
・
リ
の
後
に
は

承
接
す
る
が
、
ヌ
・
ツ
の
後
に
は
承
接
し
な
い
。
他
方
、
マ
ホ
シ
・
バ
ヤ
・
ナ

ム
の
よ
う
な
希
望
・
願
望
表
現
は
、
ヌ
・
ツ
の
後
に
は
承
接
す
る
が
、
タ
リ
・

リ
の
後
に
は
承
接
し
な
い
。
な
お
、
古
典
語
文
法
で
は
一
語
と
見
な
さ
れ
る

ニ
シ
カ
ナ
・
テ
シ
カ
ナ
も
同
じ
振
舞
い
を
す
る
（
図
表
三
）。

　
こ
の
よ
う
に
一
見
対
照
的
な
分
布
を
見
せ
る
否
定
表
現
と
希
望
・
願
望
表

現
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
相
違
を
生
み
出
す
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
異

な
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

３
・
１
　
否
定
表
現

　
最
初
に
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
否
定
表
現
一
般
に
言
え
る

こ
と
と
し
て
、
否
定
ま
で
も
含
め
た
節
全
体
が
非
現
実
用
法
と
な
る
わ
け
で

は
必
ず
し
も
な
い
。
か
え
っ
て
節
全
体
と
し
て
は
現
実
の
事
態
を
表
わ
す
方

が
常
態
で
あ
り
、
否
定
助
動
詞
に
よ
っ
て
打
ち
消
さ
れ
た
内
容
が
非
現
実
の

事
態
と
な
る
。

　
実
は
、
否
定
助
動
詞
に
下
接
す
る
完
了
助
動
詞
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
井

島
（
二
〇
〇
七
・
八
）
で
検
討
し
た
。
ズ
に
下
接
す
る
完
了
助
動
詞
は
、
ツ

の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
形
は
、
他
の
状
態
表
現
、
す
な
わ
ち
ア
リ
、
形
容

詞
・
形
容
動
詞
、
用
言
＋
ベ
シ
と
同
じ
く
、
ザ
リ 

― 

ツ 

― 

φ
、
ザ
リ 

― 

ツ 

―

ラ
ム
の
よ
う
な
全
体
と
し
て
実
現
し
た
（
と
思
わ
れ
る
）
事
態
に
用
い
ら
れ
、

当
該
の
事
態
が
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
状
態
が
そ

こ
で
〈
完
了
〉
す
る
、
す
な
わ
ち
そ
こ
で
当
該
の
事
態
が
実
現
す
る
こ
と
を

表
わ
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
完
了
助
動
詞
と
否
定
助
動
詞
と
の
相
互
承
接
に
関
し
て
、
こ

の
井
島
（
二
〇
〇
七
・
八
）
の
結
果
と
、
本
稿
の
図
表
三
と
を
見
比
べ
る
と
、

タ
リ
・
リ
は
否
定
助
動
詞
の
上
に
承
接
し
、
ツ
は
否
定
助
動
詞
の
下
に
承
接

し
、
ヌ
は
否
定
助
動
詞
の
上
に
も
下
に
も
承
接
し
な
い
と
い
う
顕
著
な
相
違

が
見
出
さ
れ
る
。

　

ズ

　

デ

　

ジ

マ
ジ

マ
ホ
シ

バ
ヤ

ナ
ム

シ
カ
ナ

　

ヌ

　

０

　

０

　

０

　

０

　

５

　

６

　

１

　

13

　

ツ

　

０

　

０

　

０

　

０

　

１

　

４

　

０

　

26

タ
リ

　

31

　

３

　

３

　

２

　

０

　

０

　

０

　

０

　

リ

　

８

　

１

　

０

　

２

　

０

　

０

　

０

　

０

図表三
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ズ
―
ツ

　
　
　
タ
リ
・
リ
―
ズ

　
こ
の
こ
と
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
伝
統
的
発
想
に
の
っ
と
っ
て
、

承
接
の
上
下
関
係
が
客
観 

― 

主
観
、
あ
る
い
は
命
題 

― 

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
ス
ケ
ー

ル
に
対
応
す
る
と
考
え
、
打
消
助
動
詞
を
基
準
に
し
て
、
完
了
助
動
詞
の
相

対
的
位
置
を
は
か
る
と
、
ツ
は
ズ
に
対
し
て
相
対
的
に
主
観
あ
る
い
は
モ
ダ

リ
テ
ィ
側
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
タ
リ
・
リ
は
相
対
的
に
客
観
あ
る
い
は
命

題
側
に
あ
る
、
た
だ
し
、
ヌ
と
ズ
と
の
相
対
的
関
係
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
事
情
を
無
視
し

た
画
一
的
な
議
論
で
は
、
完
了
助
動
詞
の
機
能
に
関
し
て
も
、
否
定
助
動
詞

の
機
能
に
関
し
て
も
、
何
か
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。

　
そ
こ
で
こ
の
こ
と
を
現
代
語
と
比
較
し
て
み
た
い
。
現
代
語
で
も
ア
ス
ペ

ク
ト
表
現
と
否
定
表
現
と
の
間
に
似
た
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
と
り
あ
え
ず
タ
と
テ
イ
ル
と
に
対
す
る
ナ
イ
の
承
接
の
し
か
た
は
、
タ

に
は
上
に
（
ナ
カ
ッ
タ
）、
テ
イ
ル
に
は
上
下
と
も
に
（
ナ
イ
デ
イ
ル
、
テ
イ

ナ
イ
）
承
接
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　 

ナ
イ 

―
タ

　
　
　
　
　
　
　 

ナ
イ 

―
テ
イ
ル

　
　
　
テ
イ
ル
― 

ナ
イ

　
そ
こ
で
、
ア
ス
ペ
ク
ト
用
法
と
し
て
の
タ
と
テ
イ
ル
と
に
関
し
て
、
ナ
イ

が
下
接
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
る
。
テ
イ
ル
は

ａ
に

見
る
よ
う
に
直
接
否
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
タ
は

ａ
の
よ
う
に

直
接
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
そ
も
そ
も
タ
に
は
未
然
形
が
な
い
の
で
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
）、

ｂ
の
よ
う
に
テ
イ
ナ
イ
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ

で
、

ｃ
の
よ
う
に
テ
ナ
イ
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
テ
が
タ
の
未
然

形
相
当
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

ｂ
の
よ

う
に
テ
イ
ル
の
否
定
と
し
て
も
テ
ナ
イ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

ｃ
の
テ
ナ
イ
は

ｂ
の
テ
イ
ナ
イ
と
ほ
ぼ
同
機
能
の
用
法
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

―
―
―
―
　

Ｑ
‥
　
雨
は
降
っ
て
い
ま
す
か
。

―
―
―
―
　

――
　
　

　
Ａ
‥
ａ
　
雨
は
降
っ
て
い
ま
せ
ん
。

――
　
　
――
　
　

　
　
　
ｂ
　
雨
は
降
っ
て
ま
せ
ん
。

――
　
　

Ｑ
‥
　
雨
は
止
み
ま
し
た
か
。

――
　
　
――
　
　

　
Ａ
‥
ａ
＊
雨
は
止
ん
だ
ま
せ
ん
。

―
―
―
―
　

――
　
　

　
　
　
ｂ
　
雨
は
止
ん
で
い
ま
せ
ん
。

――
　
　
――
　
　

　
　
　
ｃ
　
雨
は
止
ん
で
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
ナ
イ
が
上
接
し
た
タ
・
テ
イ
ル
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
用
法

と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ナ
カ
ッ
―

タ
の
タ
は

ａ
の
よ
う
に
テ
ン
ス
用

法
と
な
り
、
ナ
イ
―

デ
イ
ル
は

ｂ
の
よ
う
に
〈
意
志
性
〉
を
感
じ
さ
せ
る
な
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ど
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
動
詞
に
近
い
用
法
で
あ
る
。

―
―
―

―
―
―
　
　
――
　
　

ａ
　
花
子
は
昨
日
夕
ご
飯
を
食
べ
な
か
っ 

た
。―

―
―
―
　―
―
―

―
―
―
　
　

ｂ
　
花
子
は
夫
が
帰
る
ま
で
夕
ご
飯
を
食
べ
な
い 

で
い
る
。

結
局
、
現
代
語
で
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
用
法
と
し
て
は
テ
イ
ル
に
ナ
イ
が
下

接
す
る
も
の
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
テ
イ
ル
―
ナ
イ

　
こ
の
よ
う
に
、
現
代
語
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ま
た
異
な
っ
た
解
釈
が
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
完
了
助
動
詞
の
前
に
ズ
が
承
接
し
う
る
の
は
ツ
し

か
な
い
が
、
井
島
（
二
〇
〇
七
・
八
）
で
見
た
よ
う
に
、
ザ
リ 

― 

ツ
は

否
定

的
状
態

の〈
完
了
〉（
す
な
わ
ち
、
か
え
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
た
事
態
の〈
発

生
〉
を
表
わ
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ズ
は
そ
れ
が
承
接
し
た
内
容
を
打
ち

消
し
て
全
体
と
し
て

否
定
的
状
態

と
い
う
事
態
を
構
成
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
ヌ
お
よ
び
タ
リ
・
リ
の
前
に
は
ズ
が
承
接
し
な
い
の
は
、
形

容
詞
・
形
容
動
詞
な
ど
の
状
態
述
語
に
ヌ
お
よ
び
タ
リ
・
リ
が
承
接
し
な
い

の
と
同
様
に
、
ズ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
内
容
が

否
定
的
状
態

で
あ
る

か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
古
典
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
動
作

だ
け
で
な
く
状
態
も
含
め
た
事
態
を
基
礎
に
し
た
事
態
ア
ス
ペ
ク
ト
で
あ
っ

た
の
で
、
否
定
的
事
態
を
表
わ
す
〜
ズ
に
ツ
の
承
接
を
許
し
た
が
、
現
代
語

は
動
作
を
基
礎
に
据
え
た
動
作
ア
ス
ペ
ク
ト
で
あ
る
の
で
、
〜
ナ
イ
に
完
了

の
タ
は
下
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
他
方
、
完
了
助
動
詞
の
後
に
ズ
が
承
接
し
う
る
の
は
タ
リ
・
リ
し
か
な
い

が
、
こ
れ
は
当
該
時
点
で
当
該
の
事
態
が
〈
経
過
〉
中
（〈
動
作
の
進
行
〉・

〈
結
果
の
存
続
〉
を
合
わ
せ
て
）
で
は
な
い
、
と
は
言
え
て
も
、
当
該
時
点
で

当
該
の
事
態
が
丁
度
〈
発
生
〉
あ
る
い
は
〈
完
了
〉
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
表
現
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
説
明
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
タ
リ
・
リ
に
ズ
が
下
接
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
近
藤
（
二
〇
〇
三
・
三
）
で

は
、
裸
形
と
比
較
し
て
、「「
リ
・
タ
リ
＋
否
定
辞
」
は
、
特
定
の
時
点
で（
結

果
状
態
で
あ
れ
単
純
状
態
で
あ
れ
）
あ
る
状
態
に
な
い
（
場
合
に
よ
っ
て
は

― 

否
定
推
量
・
否
定
意
志
・
不
可
能
表
現
な
ど
―
そ
の
状
態
が
続
か
な
い
）

こ
と
を
表
し
、「
非
リ
・
タ
リ
＋
否
定
辞
」は
、
あ
る
状
態
を
も
た
ら
す
変
化
・

動
作
が
、
特
定
の
時
点
ま
で
に
な
い
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
特
定
の
時
点
以

降
起
き
な
い
）
こ
と
を
表
す
、
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
相
違
が
認
め
ら
れ

B
B

B
B

B
B

る
」
と
論
じ
る
。
こ
こ
で
タ
リ
・
リ
承
接
の
場
合
は
「
特
定
の
時
点
で
…
あ

る
状
態
に
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア

B
B

B
B

B
B

B

ス
ペ
ク
ト
表
現
一
般
が
、
基
準
時
に
お
い
て
当
該
事
態
の
時
間
的
展
開
の
ど

の
段
階
（
局
面
）
に
あ
る
か
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
本
稿
の
議
論

と
一
致
す
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
タ
リ
・
リ
に
ズ
が
下
接
す
る
場
合
に
限
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
一
般
の
持
つ
特
徴
で
あ

ろ
う
。
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そ
れ
は
さ
て
お
き
、
実
際
に
タ
リ
・
リ
に
ズ
が
下
接
す
る
場
合
に
は
、

ａ
〜
ｄ
の
よ
う
に
、
地
の
文
の
場
合
に
は
物
語
時
現
在
に
お
け
る
、
会
話
文

の
場
合
に
は
語
ら
れ
て
い
る
一
連
の
出
来
事
の
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
当
該

事
態
の
展
開
が
そ
の
段
階
に
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実

際
、

ａ
は
、
愚
か
な
女
は
、
こ
ん
な
に
め
っ
た
に
し
か
来
て
く
れ
な
い
人

と
さ
え
怪
し
む
わ
け
で
は
な
く
、

ｂ
は
、
紫
の
上
は
、
源
氏
の
懐
に
お
抱

か
れ
に
な
っ
て
も
、
隔
て
が
ま
し
く
恥
ず
か
し
い
と
も
ま
る
で
思
っ
て
い
な

い
、

ｃ
は
、
明
石
の
上
は
、
お
産
み
に
な
っ
た
姫
君
を
自
分
の
そ
ば
に
ひ

き
つ
け
て
お
い
て
み
す
ぼ
ら
し
く
す
る
で
な
く
、

ｄ
は
、
か
え
っ
て
末
摘

花
の
ほ
う
は
そ
う
も
お
思
い
に
な
ら
ず
に
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
な
る
。

中
将

ａ
　
　「
…
（
愚
か
な
女
は
）
頼
む
に
つ
け
て
は
、
う
ら
め
し
と
思
ふ
こ

と
も
あ
ら
む
と
、
心
な
が
ら
お
ぼ
ゆ
る
を
り
を
り
も
は
べ
り
し
を
、

見
知
ら
ぬ
や
う
に
て
、
久
し
き
と
だ
え
を
も
か
う
た
ま
さ
か
な
る

―
―
―
―
―
―
　――
　
　

人
と
も
思
ひ
た
ら 

ず
、
た
だ
朝
夕
に
も
て
つ
け
た
ら
む
あ
り
さ
ま

に
見
え
て
、
心
苦
し
か
り
し
か
ば
、
頼
め
わ
た
る
こ
と
な
ど
も
あ

り
き
か
し
。
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帚
木
　
一
・
157

ｂ
　（
源
氏
が
）
も
の
よ
り
（
よ
そ
か
ら
）
お
は
す
れ
ば
、（
紫
の
上
は
）

ま
づ
出
で
む
か
ひ
て
、
あ
は
れ
に
う
ち
語
ら
ひ
、
御
懐
に
入
り
ゐ

―
―
―
―
―
―
　――
　
　

て
、
い
さ
さ
か
う
と
く
恥
づ
か
し
と
も
思
ひ
た
ら 

ず
。

若
紫
　
一
・
336

大
宮

ｃ
　
　「
…
（
源
氏
が
）
老
の
世
に
、
持
た
ま
へ
ら
ぬ
女
子
を
（
明
石
の

―
―
―
―

君
は
）
ま
う
け
さ
せ
た
て
ま
つ
り
て
、
身
に
添
へ
て
も
や
つ
し
ゐ

―
―
―
―
　――
　
　

た
ら 

ず
、
や
む
ご
と
な
き（
紫
の
上
）に
ゆ
づ
れ
る
心
お
き
て
、
事

も
な
か
る
べ
き
人
な
り
と
ぞ
聞
き
は
べ
る
」
な
ど
、
か
つ
御
物
語

聞
こ
え
た
ま
ふ
。

少
女
　
三
・
29

―
―
―
―
―
―
　――
　
　

ｄ
　
な
か
な
か
女
（
末
摘
花
）
は
さ
し
も
思
し
た
ら 

ず
、
今
は
か
く
あ

お
だ

は
れ
に
長
き
（
源
氏
の
）
御
心
の
ほ
ど
を
穏
し
き
も
の
に
、
う
ち

と
け
頼
み
き
こ
え
た
ま
へ
る
御
さ
ま
あ
は
れ
な
り
。初

音
　
三
・
148

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
ヌ
・
ツ
は
否
定
表
現
が
下
接
し
な
い
と
論
じ
て
き
た
。
確

か
に『
源
氏
物
語
』に
は
そ
の
よ
う
な
用
例
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
用
例
が
和
歌
集
を
中
心
に
僅
か
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
近
藤

（
一
九
八
六
・
三
、
八
九
・
一
二
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ツ 

― 

ズ
の
用
例
は
、

ａ
〜
ｃ
の
よ
う
に
ヤ
ハ
〜
ヌ
の
形
の
反
語
に
な
っ
て
、

結
局
、
希
望
な
ど
の
肯
定
的
な
意
味
に
な
る
。

ａ

は
る
の
く
れ
に
、
か
れ
こ
れ
花
お
し
み
け
る
所
に
て

- - - - - - -

―
―
―
――
――
　
　

か
く
な
が
ら
ち
ら
で
世
を
や
は
つ
く
し
て 

ぬ
花
の
と
き
は
も
あ
り

と
見
る
べ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
後
撰
和
歌
集
』巻
三
　
九
五

ｂ

- - -

―
――

道
し
ら
で
や
み
は
し
な 

ぬ
相
坂
の
関
の
あ
な
た
は
海
と
い
ふ
な
り

「
同
」
巻
十
一
　
七
八
七
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- - -

―
―
―
―
――

ｃ
　
く
に
と
き
、「
ふ
ぢ
つ
ぼ
の
御
か
た
を
や
、
い
ま
は
お
ろ
し
給
て

――
　
　

ぬ
」
。（
異
本
「
給
は
ぬ
」）

『
宇
津
保
物
語
』
内
侍
の
か
み
　
四
五
五

　
ま
た
、
ヌ 

― 
デ
の
用
例
は
、

ａ
は
、
離
れ
れ
ば
い
い
の
に
離
れ
な
い
で
、

ｂ
は
、
濡
れ
た
衣
を
脱
ぎ
代
え
る
べ
き
な
の
に
脱
ぎ
代
え
な
い
で
、

ｃ

は
、
消
え
て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
の
に
消
え
な
い
で
、
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、「
ヌ
＋
デ
が
使
わ
れ
る
の
は
、
動
作
・
作
用
が
実
際
に
は
実
現
し

て
い
な
い
が
、
実
現
へ
の
志
向
を
話
し
手
・
詠
み
手
が
持
っ
て
い
る
場
合
で

あ
る
」
と
論
じ
る
。

ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
小
町

―
―
――
――
　
　

見
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
し
ら
ね
ば
や
か
れ
な 

で
あ
ま
の
あ

し
た
ゆ
く
く
る
　
　
　
　
　
　『
古
今
和
歌
集
』巻
十
三
　
六
二
三

（『
伊
勢
物
語
』
第
二
七
段
　
129
）

く
ら
も
ち
の
皇
子

―
―
―
―
――
―

ｂ
　
　
　
　
　「
…
さ
ら
に
潮
に
濡
れ
た
る
衣
を
だ
に
脱
ぎ
か
へ
な 

で

な
ん
、
こ
ち
ま
う
で
来
つ
る
」
と
の
た
ま
へ
ば
、『

竹
取
物
語
』
39

ｃ

―
――
――
――
　
　

か
ひ
も
な
き
草
の
枕
に
を
く
つ
ゆ
の
何
に
き
え
な 

で
お
ち
と
ま
り

け
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
後
撰
和
歌
集
』巻
十
八
　
一
二
八
六

　
こ
の
よ
う
に
、
否
定
表
現
は
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、
肯
定
的
な
主
張
を
行

う
場
合
に
用
い
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
最
終
的
に
「
ツ
・
ヌ
に
は
否

定
判
断
を
表
す
語
が
下
接
し
な
い
と
い
う
原
則
は
非
常
に
強
固
な
も
の
で
あ

る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
が
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３
・
２
　
希
望
・
願
望
表
現

　
次
に
、
希
望
・
願
望
表
現
に
用
い
ら
れ
る
完
了
助
動
詞
の
働
き
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。
希
望
・
願
望
表
現
に
は
、
ど
う
し
て
タ
リ
・
リ
が
用
い

ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
時
点
で
当
該
事
態
が
〈
発
生
〉
す
る
こ
と

か
〈
完
了
〉
す
る
こ
と
を
望
む
こ
と
は
自
然
で
あ
る
が
、
あ
る
時
点
で
当
該

事
態
が
〈
経
過
〉
中
で
あ
る
こ
と
を
望
む
と
い
う
こ
と
は
、
不
自
然
な
こ
と

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
希
望
・
願
望
表
現
も
、
希
望
・
願
望
す
る
非
現
実
事
態
を
仮

想
世
界
の
中
で
思
い
描
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
こ
に
完
了
助
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
も
何
の
問
題
も
な
い
。
振
り
返
れ
ば
、

ム
や
ベ
シ
が
未
来
に
起
こ
り
そ
う
な
出
来
事
を
推
量
す
る
場
合
に
は
、
あ
え

て
仮
想
世
界
な
ど
と
い
う
も
の
を
設
け
な
く
て
も
、
現
実
世
界
に
お
け
る
未

来
に
基
準
時
を
置
い
て
完
了
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
了
解
も
と
り

あ
え
ず
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
シ
が
表
わ
す
反
実
仮
想
は

そ
も
そ
も
現
実
と
は
異
な
る
事
態
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
意
志
・
勧

誘
や
こ
の
希
望
・
願
望
な
ど
は
、
そ
う
し
よ
う
、
そ
う
し
た
い
、
そ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
話
し
手
（
あ
る
い
は
語
り
手
）
の
情
意
を
表
わ
す
も
の
で
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あ
り
、
現
実
に
将
来
そ
う
な
る
と
い
う
保
証
は
何
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現

実
世
界
に
流
れ
る
現
実
時
を
基
準
時
に
と
る
の
は
不
適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
む
し
ろ
話
し
手
（
あ
る
い
は
語
り
手
）
の
心
内
に
想
定
さ
れ
た
仮
想

世
界
に
流
れ
る
仮
想
時
を
基
準
時
と
し
た
完
了
表
現
で
あ
る
と
了
解
す
る
方

が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
未
来
に
起
こ
り
そ

う
な
出
来
事
を
推
量
す
る
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
。

　
さ
て
、

ａ
〜
ｆ
が
ナ 

― 

バ
ヤ
、

ａ
〜
ｄ
が
テ 

― 

バ
ヤ
、

が
ナ 

― 

ナ

ム
の
全
例
で
あ
る（
テ 

― 

ナ
ム
の
用
例
は
な
い
）。
こ
れ
ら
が
承
接
す
る
動
詞

は
、
ナ 

― 

バ
ヤ
は
「
や
む
」（
二
例
）、「
出
づ
」、「
隠
る
」、「
籠
も
り
ゐ
る
」、

「
成
る
」（
以
上
、
各
一
例
）の
計
六
例
、
テ 

― 

バ
ヤ
は
「
失
ふ
」（
三
例
）、「（
罪

失
ふ
さ
ま
に
）
す
」（
一
例
、「
失
ふ
」
に
準
ず
る
）
の
計
四
例
、
ナ 

― 

ナ
ム

は
「
消
ゆ
」
の
計
一
例
で
あ
り
、
ヌ
・
ツ
と
の
承
接
に
関
し
て
は
実
現
事
態

の
場
合
と
共
通
す
る
。

　

ａ
は
、
源
氏
は
、
源
典
侍
と
の
逢
瀬
か
ら
誰
と
も
知
ら
れ
ず
に
逃
げ
出

し
て
し
ま
い
た
い
と
お
思
い
に
な
る
、

ｂ
は
、
柏
木
は
、
女
三
の
宮
を
ど

こ
か
へ
連
れ
出
し
て
隠
し
、
自
分
自
身
は
ど
こ
か
へ
姿
を
く
ら
ま
し
て
し
ま

い
た
い
と
ま
で
思
い
乱
れ
た
、

ｃ
は
、
女
三
の
宮
は
、
我
が
身
の
運
が
辛

く
て
、
い
っ
そ
尼
に
な
っ
て
し
ま
い
と
言
う
お
気
持
ち
に
な
ら
れ
た
、

ｄ

は
、
薫
は
、
中
の
宮
が
無
心
に
寝
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
一
緒
に
隠
れ
て

し
ま
い
た
い
と
思
う
、

ｅ
は
、
中
の
君
は
、
そ
っ
と
山
里
へ
引
き
籠
も
っ

て
し
ま
い
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
を
ほ
の
め
か
す
、

ｆ
は
、
浮
舟
は
、
ひ

た
す
ら
に
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
も
の
と
し
て
、
誰
に
見
ら
れ
も
聞
か
れ

も
せ
ず
忘
れ
ら
れ
た
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
た
い
も
の
と
思
う
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

―
―
――
　
　
―
―
―
―
　

ａ
　（
源
氏
は
）
誰
と
知
ら
れ
で
出
で
な 

ば
や
と
思
せ
ど
、
し
ど
け
な

き
姿
に
て
、
冠
な
ど
う
ち
ゆ
が
め
て
走
ら
む
後
手
思
ふ
に
、
い
と

を
こ
な
る
べ
し
と
思
し
や
す
ら
ふ
。
　
　
　
　
紅
葉
賀
　
一
・
414

ｂ
　（
柏
木
は
）
さ
か
し
く
思
ひ
し
づ
む
る
心
も
う
せ
て
、（
女
三
の
宮

を
）
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
率
て
隠
し
た
て
ま
つ
り
て
、
わ
が
身
も

―
―
――
―
―
―
―
　

世
に
経
る
さ
ま
な
ら
ず
、
跡
絶
え
て
や
み
な 

ば
や
、
と
ま
で
思
ひ

乱
れ
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
菜
下
　
四
・
217

ｃ
　（
女
三
の
宮
は
）
片
耳
に
聞
き
た
ま
ひ
て
、（
源
氏
が
）
さ
の
み
こ

そ
は
思
し
隔
つ
る
こ
と
も
ま
さ
ら
め
、
と
恨
め
し
う
、
わ
が
身
つ

―
―
――
―
―
―
―
　

ら
く
て
、
尼
に
も
な
り
な 

ば
や
の
御
心
つ
き
ぬ
。
柏
木
　
四
・
291

ｄ
　（
中
の
宮
が
）
何
心
も
な
く
寝
入
り
た
ま
へ
る
を
、（
薫
は
）
い
と

い
と
ほ
し
く
、
い
か
に
す
る
わ
ざ
ぞ
と
胸
つ
ぶ
れ
て
、
も
と
ろ
も

―
―
――
―
―
―
―
　

に
隠
れ
な 

ば
や
と
思
へ
ど
、
さ
も
え
た
ち
返
ら
で
、総

角
　
五
・
242

ｅ
　
か
よ
う
な
る
つ
い
で
（
故
宮
の
三
回
忌
）
に
こ
と
つ
け
て
、（
中
の

―
―
―
――
―
―
―
―
　

宮
は
）や
を
ら
籠
り
ゐ
な 

ば
や
な
ど
お
も
む
け
た
ま
へ
る
気
色
な
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薫

れ
ば
、
　「
い
と
あ
る
ま
じ
き
事
な
り
。
な
ほ
何
ご
と
も
心
の
ど
か

に
思
し
な
せ
」
と
教
へ
き
こ
え
た
ま
ふ
。

　
　
宿
木
　
五
・
388

ｆ
　（
浮
舟
は
）
限
り
な
く
う
き
身
な
り
け
り
、
と
見
は
て
て
し
命
さ

へ
、
あ
さ
ま
し
う
長
く
て
、
い
か
な
る
さ
ま
に
さ
す
ら
ふ
べ
き
な―

ら
む
、
ひ
た
ぶ
る
に
亡
き
も
の
と
人
に
見
聞
き
棄
て
ら
れ
て
も
や

―
――
―
―
―
―
　

み
な 

ば
や
、
と
思
ひ
臥
し
た
ま
へ
る
に
、
　
　
　
手
習
　
六
・
305

　

ａ
は
、
宿
直
人
は
、
気
味
が
悪
い
ほ
ど
人
が
驚
く
薫
の
衣
の
匂
い
を
な

く
し
て
し
ま
い
た
い
と
思
う
、

ｂ
は
、
薫
は
、
宇
治
の
邸
を
寺
に
し
て
罪

滅
ぼ
し
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
、

ｃ
は
、
浮
舟
は
、
弁
の
尼
と
母

君
と
の
話
を
聞
い
て
や
は
り
こ
の
身
を
な
き
も
の
に
し
て
し
ま
い
た
い
と
思

う
、

ｄ
は
、
浮
舟
が
「
こ
の
身
を
失
く
し
て
し
ま
い
た
い
」
と
言
っ
て
泣

き
入
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ａ
　（
宿
直
人
は
）心
に
ま
か
せ
て
身
を
や
す
く
も
ふ
る
ま
は
れ
ず
、
い―

と
む
く
つ
け
き
ま
で
人
の
お
ど
ろ
く
（
薫
の
衣
の
）
匂
ひ
を
、
失

―
――
―
―
―
―
　

ひ
て 

ば
や
と
思
へ
ど
、
と
こ
ろ
せ
き
人
の
御
移
り
香
に
て
、
え
も

す
す濯
ぎ
棄
て
ぬ
ぞ
、
あ
ま
り
な
る
や
。

　
　
橋
姫
　
五
・
144

 

薫

ｂ
　
　「
…
（
山
里
の
邸
を
）
時
々
見
た
ま
ふ
る
に
つ
け
て
は
、
心
ま
ど

―
―
――
―
―
―
―
　

ひ
の
絶
え
せ
ぬ
も
あ
い
な
き
に
、
罪
失
ふ
さ
ま
に
な
し
て 

ば
や
、

と
な
ん
思
ひ
た
ま
ふ
る
を
、（
中
の
君
は
）ま
た
い
か
が
思
し
お
き

つ
ら
ん
。
…
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
木
　
五
・
387

―
―
――
―
―
―
―
　

ｃ
　（
浮
舟
は
）
な
ほ
、
わ
が
身
を
失
ひ
て 

ば
や
、
つ
ひ
に
聞
き
に
く

き
こ
と
は
出
で
来
な
む
、
と
思
ひ
つ
づ
く
る
に
、
浮
舟
　
六
・
159

ｄ

侍
従
な
ど
こ
そ
、（
浮
舟
の
）
日
ご
ろ
の
御
気
色
思
ひ
出
で
、「
身

―
―
――
―
―
―
―
　

を
失
ひ
て 

ば
や
」な
ど
泣
き
入
り
た
ま
ひ
し
を
り
を
り
の
あ
り
さ

ま
、
書
き
お
き
た
ま
へ
る
文
を
も
見
る
に
、「
亡
き
影
に
」
と
書
き

す
さ
び
た
ま
へ
る
も
の
の
、
硯
の
下
に
あ
り
け
る
を
見
つ
け
て
、

蜻
蛉
　
六
・
199

　

は
、
明
け
方
の
薄
暗
が
り
の
空
に
辛
い
我
が
身
は
消
え
て
し
ま
い
た
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

女
三
の
宮

―
―
――
―
―

　
―
―
　
　

　

　
　
　 

あ
け
ぐ
れ
の
空
に
う
き
身
は
消
え
な 

な
ん
夢
な
り
け
り
と

　
見
て
も
や
む
べ
く

　
　
と
は
か
な
げ
に
の
た
ま
ふ
声
の
、
若
く
を
か
し
げ
な
る
を
、
聞
き

さ
す
や
う
に
て
出
で
ぬ
る
魂
は
、
ま
こ
と
に
身
を
離
れ
て
と
ま
り

ぬ
る
心
地
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
菜
下
　
四
・
220

　
希
望
助
動
詞
マ
ホ
シ
を
用
い
た
場
合
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。

ａ
は
、

源
氏
は
、
典
侍
を
お
い
て
そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
て
し
ま
い
た
か
っ
た
、

ｂ

は
、
内
大
臣
は
、
こ
の
つ
ま
ら
な
い
世
の
中
で
は
何
か
心
を
満
た
し
て
く
れ

そ
う
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
た
い
も
の
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
、

ｃ
は
、
玉

鬘
は
、
こ
う
し
て
情
け
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
昨
夜
の
風
に
連
れ
ら
れ

て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
た
い
、
と
機
嫌
を
損
ね
た
、

ｄ
は
、
匂
宮
は
、
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い
じ
ら
し
か
っ
た
中
の
君
の
様
子
を
思
い
出
し
て
も
う
一
度
引
き
返
し
た
い

と
お
思
い
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

源
氏

ま

や

ａ
　
　
人
妻
は
あ
な
わ
づ
ら
は
し
東
屋
の
真
屋
の
あ
ま
り
も
馴
れ
じ
と

　
ぞ
思
ふ

―
―
―
―
――
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
　
　
　
　

と
て
う
ち
過
ぎ
な 

ま
ほ
し
け
れ
ど
、
あ
ま
り
は
し
た
な
く
や
、
と

思
ひ
か
へ
し
て
、
人
（
典
侍
）
に
従
へ
ば
、
す
こ
し
は
や
り
か
な

る
戯
れ
言
な
ど
言
ひ
か
は
し
て
、
こ
れ
も
め
づ
ら
し
き
心
地
ぞ
し

た
ま
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
葉
賀
　
一
・
412

内
大
臣

ｂ
　
　
　「
大
殿
（
源
氏
）
も
、
か
や
う
の
御
遊
び
（
管
弦
の
遊
び
）
に

心
と
ど
め
た
ま
ひ
て
、
い
そ
が
し
き
御
政
ど
も
を
ば
の
が
れ
た
ま

ふ
な
り
け
り
。
げ
に
、
あ
ぢ
き
な
き
世
に
、
心
の
ゆ
く
わ
ざ
を
し

―
―
―
―
―
―
――
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
　
　
　
　

て
こ
そ
、
過
ぐ
し
は
べ
り
な 

ま
ほ
し
け
れ
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
、

少
女
　
三
・
32

玉
鬘

ｃ
　（
玉
鬘
が
）
た
へ
ず
う
た
て
と
思
ひ
て
、
　「
か
う
心
憂
け
れ
ば
こ

―
―
―
―
――
―
―
―
―

―
―
―
―
　
　
　

そ
、
今
宵
の
風
に
も
あ
く
が
れ
な 

ま
ほ
し
く
は
べ
り
つ
れ
」
と
、

む
つ
が
り
た
ま
へ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
分
　
三
・
270

ｄ
　（
匂
宮
は
）
道
す
が
ら
、（
中
の
君
の
）
心
苦
し
か
り
つ
る
御
気
色

―
―
――
―
―
―
―

―
―
―
―
　
　
　

を
思
し
出
で
つ
つ
、
た
ち
も
返
り
な 

ま
ほ
し
く
、
さ
ま
あ
し
き
ま

で
思
せ
ど
、
世
の
聞
こ
え
を
忍
び
て
帰
ら
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
え

た
は
や
す
く
も
紛
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。
　
　
　
　
総
角
　
五
・
275

　

は
、
源
氏
は
、
紫
の
上
の
葬
儀
に
際
し
悲
し
さ
に
紛
れ
て
、
昔
か
ら
の

出
家
の
本
意
を
遂
げ
て
し
ま
い
た
い
と
お
思
い
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

（
源
氏
は
）世
の
中
思
し
つ
づ
く
る
に
い
と
ど
厭
は
し
く
い
み
じ
け

れ
ば
、
後
る
と
て
も
幾
世
か
は
経
べ
き
、
か
か
る
悲
し
さ
の
紛
れ

―
―
――
―
―
―
―

―
―
―
―
　
　
　

に
、
昔
よ
り
の
御
本
意
も
遂
げ
て 

ま
ほ
し
く
思
ほ
せ
ど
、
心
弱
き

後
の
譏
り
を
思
せ
ば
、
こ
の
ほ
ど
を
過
ぐ
さ
ん
と
し
た
ま
ふ
に
、

胸
の
せ
き
あ
ぐ
る
ぞ
た
へ
が
た
か
り
け
る
。

御
法
　
四
・
497

　
ニ
シ
ガ
ナ
・
テ
シ
ガ
ナ
も
同
様
で
あ
る
。

ａ
は
、
源
氏
は
六
条
御
息
所

に
、
胸
の
中
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い
る
思
い
を
晴
ら
し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
と

言
っ
た
、

ｂ
は
、
源
氏
は
、
六
条
院
に
玉
鬘
の
よ
う
な
美
し
い
姫
が
い
る

と
何
と
か
人
に
知
ら
せ
て
、
蛍
兵
部
卿
宮
な
ど
の
こ
の
邸
の
中
が
気
に
入
っ

て
お
い
で
の
方
の
お
心
を
騒
が
せ
た
い
、
と
言
っ
た
、

ｃ
は
、
玉
鬘
は
、
実

の
父
親
で
あ
る
内
大
臣
に
自
分
が
内
大
臣
の
実
子
で
あ
る
と
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
だ
、
と
人
知
れ
ず
心
に
思
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

源
氏

ａ
　（
源
氏
は
）い
と
も
の
し
と
思
し
て
、
　「
か
う
や
う
の
歩
き
も
、
今

は
つ
き
な
き
ほ
ど
に
な
り
に
て
は
べ
る
を
（
御
息
所
が
）
思
ほ
し

し

め

知
ら
ば
、
か
う
、
注
連
の
外
に
は
も
て
な
し
た
ま
は
で
。
い
ぶ
せ

―
―
―
―
―
―
―
――
―
―
―

―
―
―
　
　

う
は
べ
る
こ
と
を
も
あ
き
ら
め
は
べ
り
に 

し
が
な
」と
、
ま
め
や

か
に
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
木
　
二
・
78
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源
氏

ｂ
　
　「
…
か
か
る
も
の
（
玉
鬘
）
あ
り
と
、
い
か
で
人
に
知
ら
せ
て
、

兵
部
卿
宮
（
蛍
兵
部
卿
宮
）
な
ど
の
、
こ
の
籬
の
内
好
ま
し
う
し

―
―
―
――
―
―
―

―
―
―
　
　

た
ま
ふ
心
乱
り
に 

し
が
な
。
…
」
　
　
　
　
　
　
玉
鬘
　
三
・
125

ｃ
　
内
の
大
殿
の
君
た
ち
（
柏
木
な
ど
内
大
臣
の
若
君
た
ち
）
は
、
こ

の
君
（
夕
霧
）
に
引
か
れ
て
、
よ
ろ
づ
に
気
色
ば
み
、
わ
び
歩
く

を
、（
玉
鬘
は
）そ
の
方
の
あ
は
れ
に
は
あ
ら
で
、
下
に
心
苦
し
う
、

ま
こ
と

―
―
―
―
―
―
―
―
――
―
―
―

―
―
―
　
　

実
の
親
（
内
大
臣
）
に
さ
も
知
ら
れ
た
て
ま
つ
り
に 

し
が
な
と
、

人
知
れ
ぬ
心
に
か
け
た
ま
へ
れ
ど
、
　
　
　
　
　
胡
蝶
　
三
・
167

　

ａ
は
、
末
摘
花
の
叔
母
は
、
末
摘
花
を
自
分
の
娘
た
ち
の
召
使
い
に
し

て
や
り
た
い
も
の
だ
と
思
う
、

ｂ
は
、
源
氏
は
、
紫
の
上
の
心
が
引
き
付

け
ら
れ
る
ほ
ど
の
遊
び
を
し
た
い
も
の
だ
、
ど
う
か
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

を
実
現
し
た
い
、
と
お
話
し
に
な
っ
た
、

ｃ
は
、
源
氏
は
、
皆
さ
ん
が
こ

ち
ら
に
お
集
ま
り
に
な
っ
て
い
る
機
会
に
ぜ
ひ
楽
器
の
音
色
を
確
か
め
て
み

た
い
も
の
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

末
摘
花
の
叔
母

　
ａ
　
　
　
　
「
わ
が
か
く
劣
り
の
さ
ま
に
て
、
あ
な
づ
ら
は
し
く
思

は
れ
た
り
し
を
、
い
か
で
か
か
る
世
の
末
に
、
こ
の
君（
末
摘
花
）

―
―
――
―
―
―

―
―
―
　
　

を
、
わ
が
む
す
め
ど
も
の
使
ひ
人
に
な
し
て 

し
が
な
。
心
ば
せ
な

ど
の
古
び
た
る
方
こ
そ
あ
れ
、
い
と
う
し
ろ
や
す
き
後
見
な
ら
む
」

と
思
ひ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
生
　
二
・
323

源
氏

　
ｂ
　
女
君
（
紫
の
上
）
に
、
　「
女
御
（
斎
宮
の
女
御
）
の
、
秋
に
心

を
寄
せ
た
ま
へ
り
し
も
あ
は
れ
に
、
君
（
紫
の
上
）
の
、
春
の
曙

に
心
し
め
た
ま
へ
る
も
こ
と
わ
り
に
こ
そ
あ
れ
。
時
々
に
つ
け
た―

る
木
草
の
花
に
寄
せ
て
も
、
御
心
と
ま
る
ば
か
り
の
遊
び
な
ど
し

―
―
―
―

―
―
―
　
　

て 

し
が
な
」
と
、「
公
私
の
営
み
し
げ
き
身
こ
そ
ふ
さ
は
し
か
ら

―
――
　―
―
―

―
―
―
　
　

ね
、
い
か
で
思
ふ
こ
と
し
て 

し
が
な
」
と
、「
た
だ
、
御
た
め
さ

う
ざ
う
し
く
や
と
思
ふ
こ
そ
心
苦
し
け
れ
」
な
ど
語
ら
ひ
き
こ
え

た
ま
ふ
。

薄
雲
　
二
・
455

ば
ん

す

ら
く

源
氏

　
ｃ
　
万
春
楽
、
御
口
ず
さ
び
に
の
た
ま
ひ
て
、
　「
人
々
の
こ
な
た
に

―
―
――
―
―
―
―
　――
　
　

集
ひ
た
ま
へ
る
つ
い
で
に
、
い
か
で
物
の
音
試
み
て 

し
が
な
。
私

の
後
宴
あ
る
べ
し
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
　

初
音
　
三
・
154

　
以
上
の
よ
う
に
、
希
望
・
願
望
表
現
に
用
い
ら
れ
た
完
了
助
動
詞
は
、
非

現
実
事
態
を
表
わ
し
て
い
る
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
完
了
助
動
詞
に
非
現
実
用
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
完
了

助
動
詞
が
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
反
証
に
は
な
ら
な

い
こ
と
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
井
島（
二
〇
〇
〇
・
九
、
〇

二
・
一
、
〇
二
・
三
、
〇
五
・
一
）
で
過
去
助
動
詞
の
分
析
の
た
め
に
設
け

た
「
物
語
世
界
」
と
「
表
現
世
界
」
と
に
倣
っ
て
、
新
た
に
「
仮
想
世
界
」
と

い
う
概
念
を
設
け
た
。
こ
の
概
念
は
、
推
量
助
動
詞
を
分
析
す
る
た
め
に
も
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有
効
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論

じ
た
い
。

　
　
資
料
（『
源
氏
物
語
』
以
外
の
も
の
）

竹
取
物
語
‥
武
藤
本
・
伊
勢
物
語
‥
三
条
西
家
本
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩

波
書
店
、
古
今
和
歌
集
‥
元
永
本
　
築
島
裕
編
『
元
永
本
古
今
和
歌
集
総
索

引
』
汲
古
書
院
、
後
撰
和
歌
集
‥
天
福
本
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
大
阪
女

子
大
学
、
宇
津
保
物
語
『
う
つ
ほ
物
語
の
総
合
研
究
Ⅰ
本
文
篇
・
索
引
編
』
勉

誠
出
版

　
　
参
考
文
献
（
第
１
節
に
挙
げ
た
文
典
類
は
割
愛
す
る
）

佐
藤
　
良
雄
（
一
九
六
二
・
一
二
）「
文
典
用
語
の
相
互
影
響
―
特
に
動
詞
過
去
の
用
語

に
つ
い
て
―
」『
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
号

高
橋
　
太
郎
（
一
九
七
六
・
五
）「
日
本
語
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
小
史
」
金
田
一
春
彦

　
編
『
日
本
語
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
』
む
ぎ
書
房

近
藤
　
　
明
（
一
九
八
四
・
一
二
）「
助
動
詞
『
り
』『
た
り
』
の
活
用
形
の
偏
在
を
め
ぐ
っ

て
」『
国
語
学
研
究
』
第
二
十
四
集
（
東
北
大
学
）

近
藤
　
　
明
（
一
九
八
六
・
三
）「
助
動
詞
『
つ
』『
ぬ
』
の
否
定
法
・
接
続
法
・
中
止
法
」

『
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
八
号

近
藤
　
　
明
（
一
九
八
九
・
一
二
）「
助
動
詞
『
ツ
』『
ヌ
』
に
否
定
辞
が
下
接
す
る
場
合
」

『
国
語
学
研
究
』
第
二
十
九
集
（
東
北
大
学
）

内
藤
　
聡
子
（
一
九
九
〇
・
七
）「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
『
つ
べ
し
』『
ぬ
べ
し
』」『
愛

知
大
学
国
文
学
』
第
三
十
号

山
田
　
　
潔
（
一
九
九
五
・
一
）「
複
合
助
動
詞
『
つ
ら
う
』
の
用
法
」『
学
苑
』
第
六
百

六
十
一
号
（
昭
和
女
子
大
学
）

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
〇
・
九
）「
物
語
の
時
間
」『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第

四
十
五
巻
第
九
号

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
二
・
一
）「
中
古
語
過
去
助
動
詞
の
機
能
」『
国
語
と
国
文
学
』
第

七
十
九
巻
第
一
号

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
二
・
三
）「
中
古
和
文
の
類
型
」『
日
本
語
文
法
』
第
二
巻
第
一
号

三
宅
　
　
清
（
二
〇
〇
二
・
三
）「
古
代
語
の
複
合
辞
に
関
す
る
一
考
察 

―
『
つ
ら
む
』
と

『
つ
ら
う
』
―
」『
学
芸
国
語
国
文
学
』
第
三
十
四
号
（
東
京
学
芸
大
学
）

近
藤
　
　
明
（
二
〇
〇
三
・
三
）「
助
動
詞
『
リ
・
タ
リ
』
に
否
定
辞
が
下
接
す
る
場
合
」

『
国
語
学
研
究
』
第
四
十
二
集
（
東
北
大
学
）

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
五
・
一
）「
中
古
和
文
の
時
制
と
語
り 

―
『
今
は
昔
』
の
解
釈
に

お
よ
ぶ 

―
」『
日
本
語
学
』
第
二
十
四
巻
第
一
号

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
五
・
一
一
）「
中
古
語
存
続
助
動
詞
の
機
能
」『
国
語
と
国
文
学
』
第

八
十
二
巻
第
十
一
号

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
七
・
八
）「
中
古
語
完
了
助
動
詞
の
体
系
」『
国
語
と
国
文
学
』
第

八
十
四
巻
第
八
号

井
島
　
正
博
（
二
〇
〇
七
・
一
一
）「
中
古
語
完
了
助
動
詞
と
動
詞
の
自
他
」『
武
蔵
大
学

人
文
学
会
雑
誌
』
第
三
十
六
巻
第
二
号

（
い
じ
ま
　
ま
さ
ひ
ろ
　
本
学
非
常
勤
講
師
　
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）




